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ご使用の前に 

•コンピューターをご使巧の隙は、必ず「マニュアル」 
をよくお読みください。 

•「マニュアル」は、不明な点をいつでち解決でさるよラ 
に、ずぐに取り出して見られる場所に保管してください。 


電子の情報もご覧ください 


PC お役立ちナビ ^ P .4 

コン ピユー ターの操作方法や、トラブル時の 
対処方法など、本機に関する情報を簡単検索 
でさるサポートツールです。 

デスクトップ上のアイコンか5起動します。 
















本機に関する情報は、なの場所で見ることびでをます。 


• インターネット/メールをしたい 
• Windows の操作ち法を知りたい 
• 用語を調べたい 


Iソフトウェアの操作ち法を知りたい 
I周辺機器(プリンター、デジタルカメラ 
など)を使いたい 


オプション製品(マウス、 USB FDD、 ソフトウェアなど)を使いたい 


• CD/DVD、 メモ U- 力ード、 
Express 力ードを使いたい 


お線 LAN に接続したい(オプション） 


意 



セキュリティー設定をしたい 



• 画面表示やサウンドの設定をしたい 
• 省電力で使いたい 

• 消去禁止領域のデータをバックアップ 
したい 


'(M 


USB 機器、 eSATA 対応機器を接続したい 

BIOS の設定を変更したい 
HDD 領域を変更したい 


• 本機の添付品を知りたい • 本機を設置したい —圓麵 
• Windows をセットアップしたい • 本機の仕様を知りたい 
• 添付されているソフトウェアを知りたい msy 崖 
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' メモリーを増設したい • データをバックアップしたい 
• 再インストール(呪バリー)をしたい iac» 


トラスレを瓶力したい0 


• システム診断をしたい Bfcl か • 


サポート•サービス情報を知りたい 


修理を依頼したい 




J 广 


や日たいこと 


購入時 


使いはじめ〜使いこなしたいとさ 













































紙マニュアル 

紙で添付されてしぶ情報です。 



PC お役立ちナビ 

コンピューターの画面で見る電子の情報でず。 























































PC お役立ちナビを巧う 

本機には、知りたい情報を簡単に検索でをるサポートツール 「 PC お役立ちナビ」が搭載されて 
います。困ったとをや、役立つ情報を知りたいとをなどにお使いください。 



※本機に収録されている情報=ヴポートコンテンツ-マニュアル （ PDF ) ■ ヘルプなど 
※インターネットに接続していない場合は、本機に収録されている情報のみを検索します。 



検索結果 


の見たい項目 
を選択 


⑤内容び表示される 









































































( D おすすめコンテンツ•マニュアルを見る 


~ ( トラブル解巧 1 トラブル解決に役立つ情報化システム診断ツールを収録しています。 



システム診断 
を実行 


①トラブルの種類 
を選択 


ちっと情報が見たい 
とき一 Web へ 


⑤内容び表示される 


— ( お役立ち） 


コンピューターの便利な使い方や、役立つ情報を収録しています。 


①情報の分類を 
選択 


③見たい項目を 
選択 



ちっと情報が見たい 
とき一 Web へ 


し [お役立ち]内の 
情報を検索 


③内容び表示される 


~ 〔マニュアルび ゆ一 わ 1 コンピューターやオプション製品のマこュアル （ PDF ) を収録しています。 


® 見たいマニュアル 
を選択 



[マニュアルびゆ一わ] 
内の情報を検索 


©マニュアル (PDF) 
び表示される 


<画面はイメージです〉 




















































































































購入時の作業 

«包品を確認する . 8 

コンピューターを設置する . 11 

Windows をセットアップ g- る .1 5 

セットアップ後の作業 . 20 

装置の増設-交換 

増設•交換でをる装置 . 28 

メモ U- の装着 . 29 

が付け可能な周辺機器 . 36 

ソフトウェアの 
再インス1ル 

再インストールの前に . 38 

Windows のインストール . 42 

ドライバー/ソフトウェアのインス!ル . 已1 

再インス!ル後の作業 . 61 

困つたとをは 

トラブルが発生した5 . 64 

起動-画面ま术でさないとさは . 66 

トラブル時に効果的な巧処方法 . 72 


付録 i 各部の名称 . 84 

:添付されているソフトウェア . 87 

i 機能仕様一覧 . 90 

:マニュアルの読み方 . 92 

i ユー ヴーサポートぺージ . 97 








































コンピューター購入時の作業について説明します。 



mm 













旧包品を確認ずる 


はじめに捆包品びそろっているか確認します。万一、巧包品の不足や不良、仕様違いびありまし 
たら、商品お届け後8日しツ内に受付窓□までご連絡ください。詳しくは、 nriT) 『サポート•サー 
ビスのご案内』 をご覧ください。 


感 寒辜) 保証書について 

当社では、ご購入曰や保証サービスなどのお客様情報をデータベースで登録-管理してい 
ます。このため、保証書は添付されていません。 


八ードウエアを確認する 


i \- ドウエアがそろっているか、確認してください。 



《このほかにちオプション製品が添付されている場合があります。 
オプション製品は納品書でご確認ください。 


ディスクを確認する 


ディスク類がそろっているか、確認してください。 

□ Windows 7リカバリー DVD 

または Windows Vista リカバリー DVD (種類は購入時の選択による） 

□ リカバ U - ツール CD 

V_ _ _ J 

《本機のドライバーやソフトウエアのインスIル用データは、 HDD の消去禁止領域に収録さ 
れているため、ディスクは添付されていません。 

《このほかにちオプション製品のディスクが添付されている場合があります。 


































アルを確認する 


マニュアル類がそろつているか、確認してください。 

r 

冊子マニュアル 

□ ユーザーズマニュアル（本書） 

□ ま全にお使いいただくために 
□ サポート-サービスのご案内 

電子マニュアルと 受=口 .已 

□ユーザーズマニュアル補足編 ( PDF ) 

□オプション製品のマニュアル （ PDF ) 

V_ 

《このほかにち冊モや電子でマニュアルび添付されている場合びあります。 
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巧付ラベルを確認する 


本機に貼付されているラベルを確認してください。 


ラベルは絶对にはがさないでくださし、。 



mm 
























PC リサイクルマークシールを化る ( NY 3000のみ) 


NY 3000の場合、捆包箱に 「PC U サイクルマークシール在中」と書かれたシートび貼付され 
ています。シートの 「PC U サイクルマークシール」を本機底面の;欠の場所に貼ってください。 


遲 a 貼付の際は、シールが通風孔をふさがないよラにま意してください。 


PC U サイクルマークシールは、コンピューターの廃棄時に必要です 。 PC U サイクルマークシー 
ル付をの当社製コンピューターは、 当社び無償で回収-再資源化を行います。 
















コンピューターを設置ずる 


本機にバッテ U - パックと AC アダプターを取り付け、使用できる状態にする手順を説明します。 
プ U ンターなどの周辺機器は、 Windows のセットアップ後に接続してください。 


設置におけるま意 


4 


•不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないで<ださい。落ちたり、倒れた0 
して、けがをする危険があります。 

•起動状態で本機の通風孔をふさがないでください。 

起動状態で通風孔をふさぐと、内部に熱がこちって本機が熱<なり、火傷や火災の原因とな0ま 
す。次の点を守ってください。 

• じゅラたんや布団の上に置かない。 

• 毛布やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キャ U ングケースやバッグなどに入れなし、。 

•ひざの上で長時間使用しないで<ださい。本機底面が熱<なり、低温火傷の原因となります。 


^各種コードやバッテリーパック装着時の注意 


A ♦めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 

♦電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となります。家庭用電源コン 
S 告 セント（交流100 V )から電源を直接取ってください。 


♦電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコ U などの異物び付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 




A 

を意 

各種コード（ケープル）は、マニュアルで指示されている似外の配線をしないでください。配線を 
誤ると、火災の危険があります。 


n 本機を設置ずる場所を確保しまず。 

左側面および底面の通風孔をふさがないよラにしてください。 
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口 底面を上にして置き、バッテ U— パックを取り付けまず。 

〇 本機ち側にあるラッチを、ちに移動します。 

0 バッテ U- パックを本機に合わせ、矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押し込 
みます。 



© ち側のラッチを、□ック位置（を）に移動します。 



出荷時にバッテ U —パックは満充電状態ではありません。バッテ U —パックだけで使用する場 
合は、使用前に充電び必要でず。バッテリーパックを取 0 付けて、 と受 3p.l3 D のとお 0 
AC アダプターを本機に接続すると充電されます。 

詳しくは、次をご覧ください。 

^ 「PC お役立ちナビ」一[マニュアルび ゅ一 わ]—「ユーザーズマニュア 
ル補足編」一 「AC アダプター/バッテリーパックを使う」 




バッテリーパックの巧電は、必ず動作環境 （10 〜3已で）で行ってください。動 
作環境 （10 〜3已で）拟外では、正常に充電されません。 









































































FI 天面を上にして置きまず。ネットワーク（有線 LAN ) を使用ずる場合は、巿販の 
LAN ケーブルを本機左側面の LAN コネクター（ぶ □) に接続しまず。 

LAN ケーブルび巧けないよラに、しっかり差し込んでください。 
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曰 LCD ユニッ トを開をまず。 


LCD ユニッ I 





LCD ユニットの開閉可能な最大角度は、およそ]3已度です。 

最大角度を超えて LCD ユニットを開かないでください。ヒンジ部分が破損します。 


続いて、 Windows のセットアップを行います。 






Windows をセツトアップずる 


本機の電源を入れて、 Windows を使用でをる状態にするまでの手順を説明します。 


n 電源を人れます。 

0 電源ランプ （ PVVR ) 


〇 電源スイッチ（む）を 



画面に 「EPSON」 と表示され、しば6くすると Windows のセットアップ画面び表おされます。 

@参ち) ■源が入!5ないときは 

AC 了ろ'づターや) (ッテ U — パックび正しく接続されている占、®認してください。 


曰 セットアップを開始しまず。 

セツトアップは、タッチパッドを操作して行います。 



<イメージ> 


(下の手順は Windows の種類によって異なりまず。 
•Windows 7の場ち 16 

•Windows Vista の場合 • とす^ p . l 7 
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Windows 7 の場合 


新しいアカウントのユーザー名とコンピューター名を入力してください 

ユーザー名、コンピューター名を入力し、じ欠へ]をク U ックします。 

※コンピューター名は、本機をネットワーク嫁庭内 LAN や社内 LAN) に接続して使用する場をなど 
に必要です。 

• ネットワークに接続しない場合は、セットアップ時にコンピューター名を変更ずる必要はあ0ません。 
• ネットワークに接続する場合は、ネットワーク上にあるほかのコンピューター名と重複しないように、 
コンピューター名を変更してください。 



ユーザーアカウントのパスワードを設定しまず 

パスワード（任意）を入力し、[次へ]をク U ックします。 

パスワードは必要に応じて入力してください。パスワードを設定すると、設定したユーヴー名（アカ 
ウント）で□グオン時にパスワードの入力び要求されます。パスワードを設定した場合は、絶対に忘 
れないよラにして < ださし、。 



ライセンス条項をお読みになつてください 

画面に表示された条項を確認し、「ライセンス条項に同意します」 （2 箇所）にチェックを付けて、[次へ] 
をク U ックします。 



コンピューターの保護と Windows の機能の向上 

更新の設定をク U ックして選択しまず。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめしまず。 

% r 推奨設定を使用します」を選択すると、 Windows Update び自動で行われるようになります。 



曰付と時刻の設定を確認しまず 

「タイムゾーン」が「大阪、札幌、東尉になっていることを確認し、「日付」、「時刻」を設定して、炊へ] 
をク U ックします。 



ワイヤレスネットワークの接続（無線 LAN 搭載時のみ) 

無線 LAN 機能（オプション）び有効になっている場合、表示されまず。 

設定は後で行ラため、[スキップ]をク U ックします。 



お使いのコンピューターの現在の場所を選択してください 

ネットワークに接続している場合、表示されます。使用する場所を選おします。 


デスクトップ画面が表示されるまで、数分かかります。 と罗="り.18 


















Windows Vista の場合 


ライセンス条項をお読みになってください 

画面に表示された条項を確認し、「ライセンス条項に同意します」にチェックを付けて、[次へ]をクリツ 
クしまず。 



ユーザー名と画像の選択 

ユーザー名、パスワードを入力し、画像を選択した日、炊へ]をク U ックします。 

「パスワード」は必要に応じて入力してください。 

パスワードを設定すると、設定したユーヴー名（アカウント）で□グオン時にパスワードの入力び要 
求されます。パスワードを設定した場合は、絶対に忘れないよラにして<ださし、。 



コンピュータ名を入力してデスクトップの背景を選択してください 

コンピュータ名を入力し、背景を選択したら、[次へ]をク U ックしまず。 

%「コンピュータ名」は、本機をネットワーク（家庭内 LAN や社内 LAN ) に接続して使用する場合など 
に必要です。 

• ネットワークに接続しない場合は、セットアップ時にコンピュータ名を変更する必要はありません。 

• ネットワークに接続する場合は、ネットワーク上にあるほかのコンピュータ名と重複しないように、 
コンピュータ名を変更してください。 



Windows を自動的に保護ずるよう設定してください 

保護の設定をク U ックして選おしまず。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめしまず。 

% r 推奨設定を使用します」を選択すると 、 Windows Update び自動で行われるようになります。 



時刻と曰付の設定の確認 

「タイムゾーン」が「大阪、札幌、東尉になっていることを確認し、「日付」、「時刻」を設定して、炊へ] 
をク U ックします。 



お使いのコンピュータの現在の場所を選択してください 

ネットワークに接続している場を、表示されます。使用する場所を選択しまず。 




ありびとラございまず 

[開始]をク U ックしまず。 

デスクトップ画面び表示されるまで、 

約己分かか0ます。 
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FI デスクトップび表示されまず。 

《 Windows Vista では、パスワードを設定した場を、パスワード入力画面が表示されます。 
パスワードを入力すると、デスクトップ画面が表示されます。 



くイメージ> 

続いて、初期設定ツールが起動します。 


Q 「初期設定ツール」び起動した5、画面に従って添付されているソフトウェアのイン 
ストールなどを行いまず。 

画面の記載事項はすべてお読みください。スク□ールバーのノブを一番下まで移動させて、す 
ベての内容を表示させないと、[次へ]はク U ックできません。 



スク □ー ルバ ーの 
ノブ 


くイメージ> 


「 AT 日 K 無償試用版 （3 曰日間)」のインストール後に、「このプ□グラムは正しくインストー 
ルされなかった可能性があります」と記載された画面が表示される場をがあります。 「 AT 日 K 
無償試用版 （3 日曰間)」は正しくインストールされていますので、「このプ□グラムは正しく 
インストールされました」をク U ックして画面を閉じてください。 


これで本機を使用できまず。 


続いて、セットアップ後の作業を行います。 







































@ 参考) わイセンス認証 

購入時の本機にインス I ルされている Wind 日 WS や、本機に添付されている 
Wind 日 WS の 「U カバ1」一 DVD 」 から再インストールを巧った Windows は、 
ライセンス認証を行ラ必要びありません。 

• r 初期設定ツール」が起動しないとさは 
初期設定ツールび自動的に起動しない場合や、初期設定ツールを再実行したい 
場合は、次の場所か!5起動することびでをます。 

[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一「初期設定ツール」 

•画面表示が消えたとさは 

本機は、一定時間操作をしないと省電力機能び働いて、画面表示び消えるよラ 
に設定されています。画面表示び消えて電源ランプび点滅している場合は、ス 
U —プになっています。電源スイッチを押すか、キーボードを操作すると元に 
戻ります。 

Ctrl I の初期状態 

キーボード左下の2つの制御キーは、購入時、キー上部に印字されている文字 
( し加 I 1、 f Fn ]) に設定されています。 


•音量を調節する 
次のキー操作で音量を調節でさます。 


キー 操作 

状態 

[Fn 1 + ( F 10 1 啦パ 

一度巧すと S ユート（消音）になり、 

わラー度押すと S ユートび解除されます。 

1 Fn … F 11 1 パ） 

音量びルさくなりまず。 

1 Fn 1 + [ F 12 1 ▲啦 

音量び大さくなります。 


•画面の明るさを調節する 

次のキー操作で画面の明るさを調節でをます。 


キー 操作 

状態 

(Fn )十（ F 5 1 来 

画面び暗くなります。 

(Fn ) + ( F 6 1 〇 

画面び明るくなります。 


Ctrl 
参 Fn 












































セツトアップをの作業 


Windows のセットアップと初期設定ツールの設定び完了したら、なの作業を行います。 


Windows の操作方法をお認する 


Windows の操作方法は、なの場所をご覧ください。 

[スタート]- r ヘルプとサポート」 

^ 「PC お役立ちナビ」一[お役立ち] 


インターネツトに接続する 


インターネットへの接続は、プ□バイダーから提供されたマニュアルを参照して行ってください。 

無線 LAN 煤能（オプション）を ON にする 

購入時、本機の無線 LAN 機能（オプション）は OFF になっています。 

無線 LAN を使用する場合は、無線 LAN キーで無線 LAN 機能を ON にします。 

無線 LAN 機能の ON / OFF 状態は、無線 LAN 状態ランプ（か)）で確認できます。 

•無線 LAN キーか） 



無線 LAN 接続時のセキュ U ティー設定 

無線 LAN に接続ずる際は、本機と無線 LAN アクセスポイントで、暗号化などのセキュ 
U ティー設定び必要でず。 

A 「PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]-「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一「無線 LAN 接続の設定をずる」 
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Web ぺージの閲覧 

Web ぺージの閲覧には 、 「Internet Explorer 」 を使用します。 
Internet Exi 310 rer の起動方■法は、次のとおりです。 

Windows 7の場合 

Internet Explorer 

デスクトップ左下のアイコンから起動します。 



く Internet Explorer アイコン > 


Windows Vista の場合 


Internet Explorer 

次のどちらかの方法で起動します。 

•[スタート] 一「インターネット」をクリック 

• 旺3 + CFgD (贷）を押す 

七キュ IJ ティー巧策 

インターネットに接続する場合は、必ずセキュ1」ティー巧策を行ってください。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]—「ユーザーズマニュアル補足編」 
-「インターネットを使用ずる際のセキュ U ティー巧策」 

「ユーヴーズマニュアル補足編」では、し U 下のセキュ1」ティー機能について記載しています。 
•Windows Update 

♦セキュリティーソフトウェア（マカフィー. PC セキュリティセンター目日曰期間限定版） 
♦ Web フィルタリングソフトウェアりーフィルタ ー3 日曰版） 


メールを設定する 


電モメールの利田には、次のソフトウェアを使用します。 

•Windows Live メール （Windows 7の場合〇 
•Windows メール （Windows Vista の場ち） 

Office をインストールしているとをは 

Office をインス I ルしている場合は、方ールソフト日 utlook を使用することもできます。 
Outlook の使用方まは、 Outlook のヘルプをご覽ください。 
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メールの使用方法 

電モメールの起動ち法は、なのとおりです。 

Windows 7の場合 


Windows Live メールは、なのどちらかの方法で起動します。 

•[スタート]—「すべてのプログラム」一 「Windows Live 」一 「Windows Live メール」をク 
U ック 

• 臣 [] +丘り（区！）を押す 
初回起動時には、初期設定び必要です。 

とす = p .22 「メールの初期設定」 

Windows Vista の場合 


Windows メールは、なのどちらかのち法で起動します。 

•[スタート]-「すべてのプ□グラム」一 「Windows メール」をクリック 

• + (区])を押す 

初回起動時には、初期設定び必要です。 

とす = p .22 「メールの初期設定」 

詳しい使用ち法は、各メールのヘルプや、なをご覧ください。 

「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち] 

メールの ネリ期設定 

メールの初回起動時、メールアカウントの初期設定を行ラ画面び表示されます。 

画面の指示に従ってメールアドレスなどの情報を入力します。必要に応じて、契約したプ□バイ 
ダーから提供されたマニュアルをご覧ください。 



アカウントの追加や変更 


Windows 7 の場合 


Windows Live メールでは、電モメールアカウントの追加やアカウント情報の変更を「電 
モメールアカウントを追加する」画面で行います。 

「電モメールアカウントを追加する」画圃ま、 Windows Live メールの画面左側にある「無 
料-大容量 Hotmail 作成」をク U ックすると表示されます。 


Windows Vista の場合 


Windows 方ールでは、次の場所か 5 追加や変更を巧います。 

「ツール」メニュ ーー 「アカウント」一[追加]-「電子メールアカウント」 
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古いコンピューター からデ —夕を移す 


今までお使いの〕ンピユーターのデータ（メールデータやアドレス帳 、 Internet Exi 310 rer のお 
気に入りなど）を本機へ移す方法は、なの場所をご覧<ださい。 


Windows 7の場合 

A 「 PC お役立ちナビ」—[お役立ち]— r カテゴリか5選ぶ」- 「 Windows の操作」 
—「バックアップ」一 「Windows XP/Windows Vis ねのデータを Windows 7 
に転送ずる」 


Windows Vista の場台 

A 「 PC お役立ちナビ」一[トラブル解ミ夫]- 「 Windows の操作」一「バックアップ」 
— rwindowsVis ね：ファイルや設定をバックアップずる （ Windows 乾送ツール)」 


ソフトウエアをインス I ルする 


ソフトウエアを使用する場含は、ソフトウエアの マこユ アルを参照してインストールを行ってく 
ださい。 


周辺機器を接続する 


プ U ンターなどの周辺機器を使用する場含は、周辺機器のマこュアルを参照して接続を行ってく 
ださい。 


Windows やソフトウエアをアップデートする 


Windows やソフトウェアは、アップデートして最新の状態でお使いください。 

《アップデートをするにはインターネットへの接続び必要です。 

•Windows 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]-「ューザーズマニュアル補足編」 
-「インターネットを使用ずる際のセキュ U テイー対策」 

•そのほかのソフトウェア 

rpg ) ソフトウエアのマニュアル 
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Windows / ソフトウエアのが態を瓶？する 


事前に Windows やソフトウェアの正常な状態をイ呆存しておくと、なんらかの原因で Windows 
び起動しなくなった場合、 Windows やソフトウェアを、保存時の正常なが態まで戻すことびで 
さます。 

不具合発生時に回復でさるよラに、 Windows / ソフトウェアの状態を保存しておくことをおす 
すめします。 

イ呆存方法は、なの場所をご覧< ださい。 


Windows 7の場合 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴリか5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
-「バックアップ」一 IT システムイメ ージの作成」を使ってバックアップを行う 
方法」 


Windows Vista の場合 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[トラブル解ミ夫]- 「 Windows の操作」一「バックアップ」 
— rrwindows Comple おバックアップ」を使ってバックアップを行うち法」 


電源を切る 



- HDD などのアクセスランプ点打-点滅中に本機の電源を切ると、収録されている 
データが破損するおそれがあります。 

•本機は、電源を切っていても、バッテリーパックが装着されていたり電源プラグ 
がコンセントに接続されていると、微少な電流が流れています。本機の電源を完 
全に切るには、電源コンセントから電源プラグを抜き、バッテリーパックを取り 
外してください。 


本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりです。 


Windows 7の場合 


〇 [スタート]-「シャットダウン」をク U ックします。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

口 接続している周辺機器の電源を切ります。 
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Windows Vista の場合 


n [スタート]-[^] - 「シャットダウン」をク U ックします。 

Wind 日 WS が終了し、自動的に電源が切れます。 

口 接続している周辺機器の電源を切ります。 


[の]をク U ックしたときシャットダウンするように設定する 

Windows Vista では、[スタート]-[と）]をク U ックしたときシャットダウンずる 
よ5にボタンの機能を変更ずることびでをます。 

設定は巧の場所で行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一 
「電源オプション」一「プラン設定の変更」一 r 詳細な電源設定の変更」一 
「電源ボタンと LID 」一 r [スタート]メニューの電源ボタンの操作」 


シャツトダウン時のま意 


Windows を複数のユーヴーび使用している状態で電源を切ろ5とすると、「ほかの人びこのコ 
ンピューターに□グオンしています。…」と画面に表示されます。 

この場合は、[いいえ]をク U ツクし、□グオンしているすべてのユーヴーを□グオフしてから 
シャツトダウンしてください。 


次回電源を入れるとをは 


本機の電源を入れる際は、次の点に注意して < ださい。 



•周辺機器の電源をいつ入れるかは、周辺機器のマニュアルで確認して<ださい。 
電源を入れるタイミングがコンピューターより先か後かは、周辺機器によりミ夹まつ 
ています。 

• 電源を入れなおすと去は、20秒程度の間隔を空けてから電源を入れてください。 
電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させます。 
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ス u —プにする 


本機をス U —プにすると、本機は化電力の状態になります。スリーブからは、数砂で通常の状態 
に復帰することびでをます。 

ス U - プについての詳しい説明は、なをご覧ください。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r ユーザーズマニュアル補足編」 
—惜電力機能」 

本機をス U —プにするち法は、なのとおりです。 


Windows 7 の場合 


〇 [スタート ]- [M - 「スリープ」をクリックします。 


Windows Vista の場含 


〇 [スタート]- [の] をクリックしまず。 

本機びス U —プになります。画面表示び消え、電源ランプ （ PVVR ) び点滅します。 


ほかの方法でス U - プにする 

巧の方法でち、本機をス IJ ープにずることびできます。 
-電源スイッチ（む）を押ず 

• ( Fn ] + ( F 1 1(ピ）を巧す 

• LCD ユニットを閉じる 


mil 方法 



復帰の際、周辺機器はスリープに入る前と同じ状態にして<ださい。 

スリープ中に周辺機器を取り外すなどして状態が異なると、正當に復帰でさない場 
合があります。 


本機をス U —プから復帰させるち法は、なのとおりです。 

n 電源スイッチ （6) を巧しまず。 

本機び通常状態に復帰します。 

キーボードを操作してち復帰でさます。 
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アップグレードサービスやメモ U - の増設-交換方法、本機に接続できる装置 
について説明します。 
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増設-交換でをる装置 


本機では、お客様ご自身でメモ U - ( SODIMM ) を増設-交換することびでをます。 


<^引1ぉ, 本機では、メモリ-な外の装置をお客様ご自身で増設•交換することはできません。 


メモ U - ス□ツト 



メモリース□ット 

本機には、メモ U —ス□ットび底面に2本用意されています。 
装着可能なメモ U —の最大容量は、なのとおりです。 


0S の種類 

メモ IJ 一の 最大容量 

Windows 7 32ビット版 


Windows Vista 

ぉ人 41 

Windows 7 64ビット版 

最大 8G 目まで 


が 13.29「メモ U - の装着」 

アップグレードヴービス 

当社では、本機をお預かりして装置の増設-交換を行ラアップグレードサービスを有償で行って 
います。 

本機では、なの装置のアップグレードサービスを利用でをます。 

•メモリー :増設-交換 

•内蔵 HDD :交換 

•光ディスクドライブ：交換 
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アップグレードサービスをご希望の場合は、カスタマーヴービスセンターにご相談ください。力 
スタマーヴービスセンターの連絡先は、 □ M ) 『サポート•サービスのご案内』をご覧ください。 














ゾモ u —の装着 


本機で使用可能なメモ1」一の仕様と、増設-交換ち法について説明します。 




Windows 7 32ビット版および Windows Vista の場合、本機に合計 4G 目のメ 
モリーを搭載してち、システム上利用できるメモリーの最大容量は約 3.4G 目まで 
です。 


メモリーの仕様 


本機で使用可能なメモ U —は、なのとおりです。 

• PC3-8500 SODIMM (DDR3-1 066 SDRAM 使用) 

♦ メモ U — 容量 1 GB 、2 GB 、4 GB 


• Non ECC 
•204 ピン 

♦ CL 二己 

愚がメモリー情巧 

今後、新しいメモ U —を取り扱5場合びあります。 

本機で使用可能な最新のメモ1」一は、当社ホームページで確認して<ださい。 
ホームページのアドレスは、なのとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 


メモリー装着の組み合わせ 

本機はデュアルチャネルに対応しているため、同一容量のメモ U- を2枚1組で装着すると、デー 
夕転送連度び最大にな D ます。 

メモ U —装着の組み合わせとメモ U —の動作は、なのとおりです。 


メモ U - 装着の組み合わせ 

メモリーの動作 

同一容量のメモ U — 2枚 

デュアルチャネルで動作。転送速度最大。 

モ U — ] 枚 

通甫の転ちま度で動作（シングルチャネル)。 


29 









作業時のを意 


メモ1」一の増設-交換をする場合は、なの点にま意してください。 


A 

警告 


•メモリーの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントから抜いて、バッテリー 
パックを取り外してください。取り付けたまま作業をすると、感電や火傷の原因と 
なります。 

•本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている L ソ外の増設-交換はしないでく 
ださい。けが-感電-火災の原因となります。 


A 

ま意 


•メモリーの増設-交換は、本機の内部が高温になっているときには行わないでくだ 
さい。火傷の危険があります。電源を切って]0分切上待ち、本機の内部が十分冷 
めてから作業を行ってください。 

•不安定な場所（ぐらついた机の上や、傾いた所など）で、作業をしないで<ださい。 
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 




•作業を行ラ前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリーや本 
機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

•本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

-メモリーを持つときは、メモリーの端モ部や素子に触れないでください。メモリー 
の破損や接 S 虫不良による誤動作の原因にな0ます。 

•装着するち向を間違えないでください。メモリーが抜けなくなるなど故障の原因 
になります。 

•メモリーを落とさないよラに注意してください。強い衝撃が、破損の原因になり 
ます。 

•メモリーの着脱は、頻繁に行わないでください。必要！;(上に着脱を繰り返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因になります。 


メモリーの増設•交換 


メモ U —の取り付け-取りがし手順は、なのとおりです。 

取 りはけ —— 

メモ1」一を取り付ける手順は、なのとおりです。 

n 本機の電源び入っている場合は、電源を切ります。 

本機内部びをえるまで、10分！;!上放置してください。 

口 本機に接続しているケーブル類 （ AC アダプターなど）を、すべて外します。 
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FI 本機の底面を上にして置き、バッテ U - を取りがしまず。 

〇 ち側のラッチをちに移動します。 

0 を側のラッチを左に移動した状態のまま、バッテ U - を矢印の方向にスライドさせ、 
取り外します。 



0 


Q 底面カバーのネジ （4 本）をがしまず。 
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巧 底面カバーを矢印のち向に持ち上げて取りがしまず。 



メモリース□ット2の位置を確認しまず。 

ここでは六モリース□ット2にメモ U —を取り付ける手順を説明します。 



><モ11ース□ット1のメモ U —を交換する際、メモリース□ット2にモリーが装着されて 
いるときは、方モリース□ット2の六モ U —を取り外してか6作業を行ってください。 

P.34 円文り外し」 

□ メモリーを取り付けまず。 

〇 メモリーを静電防止袋か S 取り出します。 

メモ U — の端子部や素子に触れないよラに持ちまず。 


端子部 
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0 メモリーを、メモ u- ス□ット2に差し込みます。 

切り欠きを突起に合わせ、メモ U — を約30度の角度でメモ U —ス□ットに差し込みます。 



〇 メモ U- を静かに倒します。 

正しく装着ずると、「カチッ」と音びして両側の固定具で固定されまず。 



巧 底面カバーを取り付けます。 

〇 底面カバーのツメを本体に合わせます。 
0 底面カバーを巧し込みます。 
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巧 底面カバーをネジ （4 本）で固定しまず。 

号 



圧] バツテ U - を取り付けます。 

とす^ P . 12「コンピユーターを設置する」 已 

m 本機の底面を下にして置さます。 

m 日で 取りがしたケーブル類 （ AC アダプターなど）を接続します。 

続いて とす= P .3 巳 r 増設-交換後の作業」を行います。 


取りかし 

メモ U - の取り外しは、 が P.32 円又り付け」の 回〜日を; 欠の手順に読み替えて行ってく 
ださい。ここでは、メモ U - スロット2のメモ U - を取り外す手順を説明します。 

D メモ U -の両側を固定している固定具を外側に広げまず。 

メモ U —び起さ上びります。 

固定具 

固定具 

口 起き上びったメモリーの両端を持って静かに引き抜きまず。 

取りかしたメモ I 」一は、静電防止袋に入れてな管してください。 
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増設•交換をの作業 


メモ1」一の増設•交換をしたら、メモ1」一び正しく取り付けられているかどラか、必ずメモ1」一 
の容量を確認します。 

メモ1」一容量の確認ち法は、なのとお D です。 

n 本機の電源を入れて 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに回を「トン、トン、卜 
ン…」と連続的に押して旧 IOS Setjp ユーティリティー」を起動します。 

「 Main 」 メニュー画面一 ["System MemoryJ でメモリー容量を確認しまず。 

E 口瓦1 を押して BIOS Setup ユーテイリテイーを終了しまず。 

已 でメモ U - 容量び正しく表示されない場合は、メモ U - び正しく取り付け5れていないこ 
とび考えられます。すぐに電源を切り、メモ U —を正しく取り付けなおしてください。 
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か付け可能な周巧機器 


本機のス□ットやコネクターには、なのよラな周辺機器を取り付けることびでをます。各コネク 
ターへの接続方法は、本書または接続する周辺機器に添付のマニュアルをご覧<ださい。 


• USB コネクターみ - 

•プリンター ■ USB FDD 

•スキャナー - USB マウス 

-デジタルカメラ - USB 対応機器 

•マイク入カコネクターぶ、 - 

. マイク 



• eSATA コネクター ESATA 

' eSATA 対応機器 


• USB コネクターや 

-プリンター 


• スキャナー 
-デジタルカ;ラ 
- USB FDD 
- USB マウス 
- USB 対応機器 


参 Express 力ードス□ツト - 
EXPRESS の 

- Express 力 一 h ' 

♦ HDMI コネクター HDMI — 

-外付けディスプレイ 
( HDMI 接続-デジタル接続) 

-プ□ジェクター 


♦メモリーカードス□ット 

[ mmc . sd . ms/pro 

-方モ U - スティック 
-マルチメディアカード 
- SD メモ U —カード 


そのほかの巧続可能な周巧機お 

本機では、ケーブルを介さずになの機器び接続でをます。 
-無線 LAN 対応機器（無線 LAN 搭載時のみ機能） 
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ソフトウェアの再インストール 


ソフトウエアを再インストールする手順について説明します。 


巧インストールの刖に . 38 

Windows のインストール.. ... ….42 

ドライバー/ソフトウェアのインストール ........ .....己1 

再インストール後の作業 . 61 
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再インストールの前に 


ここでは、ソフトウエアの再インス I ルを行ラ前に化要な情報を記載しています。 

再インストールとは 

本書では、 HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバーなどをインストールしなお 
す作業のことを、「再インストール」と記載します。 

再インス!ルは「リカバリー」とも言います。 

再インストールび化夏は場合 

再インス I -ールはなのよラな場合に行います。通常は化要ありません。 

•なん5かの原因で Windows が起動しな<なり、修復してち問題が解巧でさない場合 
•HDD 領域の構成を変更したい場合 

Windows を修復する 

なんらかの原因で Windows び起動しなくなった場合は、再インストールを行ラ前に 「Windows 
回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インストールをしなくても、問題び解 
ミ夫する場合びあります。 

な。： 71 「 Windows 回復環境 （Windows RE ) を使ラ」 


Windows / ソフトウエアの状態を復元ずる 


事前に Windows / ソフトウエアの状態をな巧しておいた場合は、 Windows やソフトウエアを、 
イ呆存時の正常な状態まで戻すことびでをます。 

※再インストールと同様、なをされているデータは消去されます。事前にバックアップを行って 
<ださい。 

復元方法は、なの場所をご覧< ださい。 


Windows 7の場合 


^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]- r カテゴ U か5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
-「バックアップ」一 IT システムイメ ージの作成」のデータを復元する方法」 


Windows Vista の場台 _ 

蠻 「 PC お役立ちナビ」一[トラブル解ミ夫]- 「 Windows の操作」一「バックアップ」 
— rrwindows Comple おバックアップ」のバックアップデータを復元ずる方法」 
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重要事頂 


再インストールする前に、なの重要事項を必ずお読み<ださい。 

当な製な巧の BIOS へのアップデート禁止 

当社製！;(外の B の S へのアップデートは絶対にしないでください。当社製し i (がの BIOS にアップ 
デートすると、再インストールびでをなくなります。 

Web フイルタリングソフトウェアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタ U ングソフトウェア「 i ーフィルター 30曰版」で継続利用手続を 
を行っている場合、 Windows を再インストールすると利用期限び30曰に設定されてしまいま 
す。 

この場合は、デジタルアーツ社のホームページから最新版を入手し、契約済みのシリアルのを 
利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタルアーツ社にお問い合わせください。 

http://www.daj.jp/cs/supporthtm 


誠の情巧 

インストールち法に関する最新情報を記載した紙類び添付されている場合びあります。捆包品を 
確認して、紙類び添付されている場合は、その手順に従って作業を進めて<ださい。 


必要なメディア 


再インストールには、なのメディアび必要です。 


•Windows 7 U カノ （U—DVD 

または Windows Vista U カバ U-DVD 化(降、 Windows リカバ U-DVD) 

Windows び収録されています。 

•U カバ U— ッール CD 

本体ドライバーやソフトウェアを、 HDD の「消去禁止領域」からインス!ルするためのプ 
ログラムび収録されています。 

•そのほか必要なメディア 

お使いのシステム構成によって必要なメディアは異なります。 

本体ドライバーやソフトウェアは、 HDD の消去禁止領域に収録されているため、専用のメディ 
アは添付されていません。 

とす =13.87 「添付されているソフトウェア」 


39 




再インストールの概要 


ソフトウエア再インストールの概要は、なのとおりです。 



IJ カバ IJ - ツール CD Windows U カバ U—DVD 

本体ドライバーや 
ソフトウェア 

ミ肖去禁止領域 一 

〇 Windows U カバ U-DVD か5、 Windows をインストールします。 

0 U カバ U- ツール CD か 5、 U カバ U— ツールをインストール します。 

〇 U カバ U- ツールを使用して、 HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライ 
バーやソフトウェアをインストールします。 



インストールの順番 


再インス!''ールは、なの順まで行います。 

購入時のインス!ル状劇ま、 とで P .87 「添付されているソフトウェア」で確認してください。 

化ずインス I ルするソフトウェア 

〇 Windows (Windows 7 Ultimate/Professional の場合、 Windows XP Mode 含む） 

0 U カバ U— ツール 
© 本体ドライバー 
〇 Adobe Reader 

© Windows Live Suite (Windows 7 のみ） 

0 Internet Explorer 8 (Windows Vista のみ） 

O セキュ U テイーソフトウェア 
〇 WinDVD 

0 Nero 9 Essentials (書き & み機能のある光ディスクドライブ搭載時） 

化要になじてインストールするソフトウェア 

〇 WDLC フォトガジェット （Windows 7のみ） 

0 Web フイルタ U ングソフトウェア 
© ATOK 無償試用版 （30 日間） 
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インストール作業における確認事頂 


再インストールを始める前に、下記の点をご確認ください。 

•インストール全般 

インス!-ール作業は、 AC アダプターを接続して行ってください。 

•管理者 (Administrator) のアカウントで□グオン 

インス! -- ル作業は、管理者 ( Administrator ) のアカウントで□グオンして行ってください。 


•システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。インス!-ールは、 
B の S の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行5ことをおすすめします。 


* ドライブ名 

本章の説明では、ドライブ構成びなのよラになっているちのとします。 

実際の光ディスクドライブのドライブ名は、 HDD 領域の数によって異なります。 

C ドライブ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

•さ種設定やデータのノ（ックアップ 

再インストールを行ラと、設定した事項び元に戻ってしまったり、データび消去されたりしま 
す。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書き写したり、データのバックアップを行っ 
ておいて < ださい。 

とす = p .43 「バックアップを取る」 

•初期設定 ツール 

初期設定ツールは、 Windows を再インストールすると消去されます。初期設定ツールでイン 
ストールしたソフトウエアは、し U 降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 
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Windows のインストール 


ここでは、 Windows の再インス I ルち法について記載しています。 

インストールの流れ 

Windows のインストールの主な流れは;欠のとおりです。 






HDD 領域にドライブ）の変更 



HDD 領域にドライブ）を変更するには 

Windows のインス! -- ル中に C ドライブ （ Windows びインス! -- ルされている領域） 
のサイズを変更 したり、 分割 したり することびでさまず。 

HDD 領域の変更や、分割についての詳しい説明は、ホをご覧ください。 

A rpc お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]-「ユーザーズマニュ 
アル補足編」- 「 HDD 領域 （ ドライブ）の分割’変更-作成」 
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バックアップを取る 


C ドライブの設定やデータは、 Windows の再インストールを行ラと消えてしまいます。再イン 
ストールの前に、なの設定やデータのバックアップを行ってください。* 

• ネットワークの設定 

接続に関する設定を書を写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り 」. Windows ( Live ) メールの「アドレス帳」やメールデータ 

Windows 7の場合_ 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴ U か6選ぶ」一 「 Windows の操作」 
— r バックアップ」一 「 Windows 転送ツールを使う」 


Windows Vista の場合 


A 「 PC お役立ちナビ」一[トラブル解ミ夫]- 「 Windows の操作」一「バックアップ」 
— 「Windows Vista :ファイルや設定をバックアップずる （ Windows 転送ツール)」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエアのマニュアルを 
ご覧ください。 

•そのほか重要なデータ 

* 再インストール中に HDD 領域の変更を行5と、 C ドライブかのドライブ （ D や E など） 
のデータも消えてしまいますので、バックアップを行ってください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でち、念のためバックアップを取ることをおすすめします。 


コンピユーターを購入時のが態にする 


マウスなどの周辺機器び接続されていたり、 BIOS の設定値び変更されていたりすると、正常に 
インストールび行われない可能性びあります。本機を購入時の状態に戻してから再インストール 
を行ってください。 
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インストール手1頃 


インストール手順は、 Windows の種類によって異なります。 

• Windows 7の場合：13.44 [Windows 7のインストール」 

• Windows Vista の場合： とす^ p .47 「Windows Vista のインストール」 

Windows 7のインストール 

Windows 7のインス!ルちまは、なのとおりです。 

Windows 7 Ultimate/Professional の場含 、 Windows XP Mode も同時にインストールさ 
れます。 


fy 本機の電源を入れ 、 「Windows 7 U カバ U — DVD 」 を光ディスクドライブにセッ 
卜しまず。 

「自動再生」画面び表おされた6、 ® をク U ックし、画面を閉じてください。 

ここか6はインストールを行いません。 

口 [スタート]-[^] - 「再起動」をクリックして、本機を再起動します。 

「 EPSON 」 と表示後、黒し、画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを巧します。 

-定時間内にキーを巧さないと、 HDD 内の Windows び起動してしまいまず。 Windows び 
起動してしまった場合は、 已へ 戻ります。 

〇 「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

9 オペレーティングシステムの一覽画面び表示された5、 「 Windows の起動に伴う…」 
を選択し、[次へ]をクリックします。 

〇 「回復ツールを選択してください」と表示された5、 「 Windows のちインス!ル」 
をク U ックしまず。 

Wk 「インス!ルを開始しますか？」と表示された5、[はし VI をク U ックしまず。 

& 「インス!ルずるオペレーティングシステムを選択してください」と表示された5、 
[次へ]をクリックしまず。 

E * 「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容をお詔し、「同意しまず」 
にチェックを付けて、[次へ]をク U ックします。 
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の 「 Windows のインス!ル場所を選択してください。」と表示された5、「ドライブ 
オプション（詳細)」をク U ックします。 

※「消去禁止領域」には、ドライバーやソフトウェアの再インストール用データび収録されて 
います。絶巧に削除しないでください。 



ディスク0 バー テイ シ ヨン 


*>是巧の巧がじち巧(の 
わ ドを m — の窝み込み(リ 


朽イプオプション（詳加)姐 卜 


;かくの ] 


r 消去禁止領域」は 
削除しないで<だ 
さい 


クリック 


<イメージ> 


場合によって、次のとおり作業を続けます。 


領域変更を行わない場合（通常) 


〇 「ディスク0パーティシヨン2」 （C ドライブ）が選択された状態で「フォーマット」 
をク U ックします。 

0 「パーティシヨンには…」とま示された5、 [0 口をク U ックします。 

フォーマットび開始されまず。 

© フォー マットが終了すると、[次へ]がク U ックでさる状態になります。 

「ディスク0パーティシヨン2」にドライブ）が選択された状態で[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows のインス!ルび開始されます。システム構成にちよ D まずび、インス!ルは 
吕〇分〜40分かかりまず。 

m の画面び表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 


領域変更を行弓場合 


〇 「ディスク0 J ティシヨン2」にドライカが選択された状態で r 削除」をク U ツ 
クします。 

0 「パーティシヨンには…」とま示された5、 [0 口をク U ツクします。 

削除したバーティシヨン （ C ドライブ）び「未割0当て領域」となります。 

0 場合によって、次のとおり作業を続けます。 
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c ドライブを分割したい場合 


( 1 )r ディスク0未割り当て領域」を選択し、惭測をク U ックします。 

〇 に進みます。 


C ドライブの容量を増やしたい場合 


すでに HDD び分割されている場合は、 C ドライブ外のドライブを削除して未割り当ての領 
域を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消えてしまいまず。 

(1) 消去禁止領域 L ソがの、そのほかのパーティシヨンを C ドライブと同様に削除 
し、「ディスク0未割り当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をク IJ ックします。 

〇 に進みます。 

〇 C ドライブのサイズを巧めます。サイズを入力し、「適用」をク U ックします。 

C ドライブには、 40 GB (40000 MB ) 程度を割り当てることをおずすめします。 

© r ディスク0パーティシヨン2」 （C ドライブ）が選択された状態で、[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows のインス!ルび開始されます。システム構成にちよ D まずび、インス!-ールは 
吕〇分〜40分かかりまず。 

m の画面び表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 

m r 新しいアカウントのユーザー名と…」と表示された6、ユーザー名、コンピューター 
名を入力し、[巧へ]をクリックします。 

m 「ユーザーアカウントのパスワードを設定します」と表示された5、パスワード（任意） 
を入力し、[次へ]をクリックします。 

「コンピューターの保護と…」と表示された5、更新の設定をクリックして選択しま 
ず。 

「推奨設定を使用します」を還択することをおすすめします。 

「日付と時刻の設定を巧詔しまず」と表示された5、「タイムゾーン」び r 大阪、札 
幌、ま尉になっていることをお詔し、旧付」、「時刻」を設定し、[次へ]をクリッ 
クします。 

ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピューターの現在の場所を選択し 
てください」と表示されまず。場所をクリックして選択しまず。 
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の Windows のデスクトップ（下記の画面）び表示された 5、rWindows 7 リカバ U- 
□VDJ を光ディスクドライブか 5 取り出します。 



これで Windows のインストールは完了です。 

続いて、本体ドライバーやソフトウエアをインストールします。 
ごす .巳1「ドライバー/ソフトウェアのインストール」 


領域変更を行った 5 

Windows のインストール中に領域変更を巧った場合は、すべてのインス I ル作業び終 
わった後で、 r ホ割り当て領域」に領域（バーティシヨン）を作成します。 

とす = p .巨1「領域の作成」 


Windows Vista のインストール 

Windows Vista のインストール方法は、次のとおりです。 

D 本機の電源を入れ 、 「Windows Vista U カバリー DVD 」 を光ディスクドライブにセッ 
卜します。 

「自動再生」画面び表おされた6、 @ をク U ックし、画面を閉じてください。 

ここか6はインス I -- ルを行いません。 

「スタート」一[^] - 「再起動」をクリックして、本機を再起動します。 

「 EPSON 」 と表示後、黒し、画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを巧します。 

一定時間内にキーを巧さないと、 HDD 内の Windows Vista び起動してしまいます。 
Windows Vista が起動してしまった場含は、 日 へ戻ります。 

Q 「システム回復オプション」画面び表示された5、キーボードレイアウトび旧本副 
になっていることを確認し、[次へ]をクリックしまず。 

ここで HDD 巧の Windows のチェックが行われます。 Windows の修復を促す画面が表示さ 
れた場含は、画面の指示に従って修復を行ってください。 












B 「修復ずるオペレーティングシステムを選択し…」と表示された5 、 「Microsoft 
Windows VistaJ び選択された:!犬態で[次へ]をクリックします。 

「回復ツールを選択してください」と表示された5、 「 Windows の再インス!ル」 
をク U ックします。 

h 「 Windows の再インス!ルを行います。」と表示された5、[再インス!ル]を 
クリックします。 

& 「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容をお詔し、「条項に同意 
します」にチェックを付けて、[次へ]をクリックしまず。 

E 1 「 Windows のインス!ル場所を選択してください。」と表示された5、「ドライブ 
オプション（詳細)」をク U ックしまず。 



ク U ック 


場合によって、次のとおり作業を続けます。 


領域変更を行わない場合（通常) 


〇 「ディスク0パーティシ ヨン 2」 （ C ドライブ）が選択された状態で「フォーマット」 
をク U ックします。 

0 「このパーティシヨンをフォーマットすると…」と表示された5、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

フォーマットび開始されまず。 

0 フォー マットが終了すると、[次へ]がク U ックできる状態になります。 

「ディスク0パーティシヨン2」 （ C ドライブ）が選択された状態で[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows Vista のインス!-ールび開抬されます。システム構成にちよりまずび、インス!-一 
ルは20分〜40分かかります。 

03 の画面び表示されるまでキーボードやタッチバッドは操作しないでください。 
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領域変更を行弓場合 


〇 「ディスク0 J ティシヨン2」にドライカが選択された状態で r 削除」をク U ッ 
クします。 

0 「このパーティシヨンを削除すると…」と表おされた5、 [0 口をク U ックします。 

削除したバーティシヨン （ C ドライブ）び「未割り当て領域」となります。 

© 場合によって、次のとおり作業を続けます。 

C ドライブを分割ずる場合 

(1) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をク IJ ックします。 

〇 に進みまず。 


C ドライブの容量を増やず場合 


すでに HDD び分割されている場合は、 C ドライブ外のドライブを削除して未割り当ての領 
域を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消えてしまいまず。 

(1) そのほかのパーティシヨンち C ドライブと同様に削除し、「ディスク〇モ割り 
当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をク IJ ツクします。 

G に進みまず。 

〇 C ドライブのサイズを巧めます。サイズを入力し、[適用]をク U ツクします。 

C ドライブには、 40 G 巳程度 (40000 MB ) を割り当てることをおすずめします。 

@ r ディスク0パーティシヨン2」 （C ドライブ）が選択された状態で、[次へ]をクリツ 
クします。 

Windows Vista のインス!ルび開始されまず。システム構成にもよりまずび、インス! 
ルは20分〜40分かかります。 

[ E の画面び表示されるまでキーボードやタッチバッドは操作しないでください。 


r ユーザー名と画像の選択」と表示された6、ユーザー名、バスワード（任意）を入力し、 
画像一覽か6お好みの画像をクリックして選択し、[次へ]をクリックしまず。 

r コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。」と表示さ 
れた5、コンピューター名を入力し、背景一覧か5お好みの背景をクリックして選 
択し、[次へ]をクリックしまず。 


「 Windows を自動的に保護するよう設定してください」と表示された5、保護の設 
定ぞクリックして選択します。 

r 推奨設定を使用します」を還択することをおすすめします。 









[ B 「 B き刻と日付の設定のお詔」と表示された5、「タイムゾーン」び r 大阪、札幌、ま尉 
になっていることをお詔し、旧付」、「時刻」を設定し、炊へ]をク U ックします。 

[ Q ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピュータの現在の場所を選択して 
ください」と表示されます。場所をク U ックして選択します。 

購入時の構成によっては、表おされない場合びあります。表おされない場合は、巧の手順に進 
みます。 

[ Ej 「ありびとうございまず」と表示された5、[開始]をクリックします。 

設定び行われます。設定には約已分かかります。 

[ Ej ので パスワードを設定した場合は、パスワード入力画面び表示されます。パスワー 
ドを入力して、 ED を巧しまず。 

Windows Vis ねのデスクトップ（下記の画面）び表示された5 、 「Windows 
Vista リカバリー DVD 」 を取り出します。 

デスクトップの背景は、 田で 逞択した背景び表示されます。 



これで Windows Vista のインストールは完了です。 

続いて、本体ドライバーやソフトウェアをインストールします。 
とす .已1「ドライバー/ソフトウェアのインス!ル」 


領域変更を行った5 

Windows のインストール中に領域変更を巧った場含は、すべてのインス1ル作業び終 
わった後で、 r 未割り当て領域」に領域（パーティション）を作成します。 

と 易3 口. 日1「領域の作成」 
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ドライバー/ソフトウ I アのインストール 


Windows をインストールしたら、次の順番でソフトウエア和ドライバー類をインストールします。 


U カパ u — ツールのインストール 


HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバーやソフトウエアをインストールするため 
のツール「1」カバ U- ツール」をインストールします。 

U カバ U- ツールのインストール手醒ま、なのとおりです。 

〇 「リカバリーツール CD 」 を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面び表示された5、 rsetup . exe の実行」をク U ックします。 

「自動再生」画面び表おされない場合は、[スタート] 一「コンピューター」一 fEPSON.CDJ 
をダブルク U ックします。 

& (降は画面の指示に従ってインストールを行ってください。 

「ユーヴーアカウント制御」画面が表示された場をは、[はい（続行)]をク U ックします。 
インストールが完了すると、デスクトップ上に n」 カバ U —ツール」アイコンが表示されます。 



くリカパリー ツール アイコン> 

〇 「リカバリーツール CD 」 を光ディスクドライブか5取り出しまず。 

アイコンが正常に表示されない場合は、本機を再起動してください。 

これで「リカバ U —ツール」のインストールは完了です。 


本巧ドライバーのインス I ル 


本機のマヴーボード上に搭載されているデバイスのドライバー類を、一括してインストールしま 
す。インストールの手順は、次のとおりです。 


田 

曰 

曰 


デスクトップ上の「リカバ U - ツール」アイコンをダブルク U ックします。 
r ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい（続行)]をクリックします。 
r リカバリーツール」画面び表示された5、「インス!ル」をクリックします。 
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FI 本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か5「本体ドライ 
バ ー 」を選択して[インス! -- ル]をクリックしまず。 

且の 画面び表示されるまでには、数分かかりまず。 



<イメージ> 

b 「ドライバー•ソフトウェアのインス!ル」画面び表示された5、 一 覧か5 [イン 
ス I ■'一 J レ]をクリックします。 

「インス!ルお詔」画面び表示された5、内容をよくお読みになり、 [0 口をクリッ 
クします。 

をドライバーび自動的にインストールされます。 

インストールには数分かかります。 

Wk 「インス!ルび完了しました。」と表示された5、 [0 口をク U ックします。 

U 「インス!ル処理」画面び表示された6、インス!ルび正常に完了したかをお認 
し、 [ PC 再起動]をクリックします。 

巧 再起動後に r これ5の変更を適用するには •• •」と表示された場合は、[今すぐ再 
起動する]をクリックします。 

Windows び再起動したら、本体ドライバーのインストールは完了です。 


U カバ U — ツールの[ファイル削除]の表示について 

U カバ1」ーツールからインス I ''ールを行5際、ソフトウエアによっては一時的に H □□に 
インストール用データをコピーします。 「U カバ U— ツール」画面で[ファイル削除]び 
黒字で表示されるとさは、コピーされた不要なインスIル用データび HDD に残ってい 
ます。[ファイル削除]をクI」ックしてデータを削除すると、 HD □の容量を節約するこ 
とびでさます。 





























Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader 」 は、 PDF 形式のファイルを表示したり、印刷したりするためのソフトウェ 
アです。 

インスル ^ 

Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

n デスクトップ上の r リカバリーツール」アイコンをダブルクリックします。 

口 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい（続行)]をク U ックしまず。 

b 「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!^ール]をクリックしまず。 

FI 本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か5 「Adobe 
Reader 」 を選択して[インス! -- ル]をクリックします。 

巧 「インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をク U ックします。 

円 「プ□グラムをインス!ルする準備びできました」と表示された5、[インス!ル] 
をク U ックします。 

インストールにはしば5く時間びかかります。 

「セットアップ完了」と表示された5、院了]をクリックします。 

これで 、 Adobe Reader のインストールは完了です。 

続いて 、 Adobe Reader のセットアップを行います。 

セットアップ ^^^^^^^^^^^^, 

インストールが完了したら、続いてセットアップを行います 。 Adobe Reader のセットアップ 
手順は次のとおりです。 

デスクトップ上の 「Adobe Reader 」 アイコンをダブルクリックしまず。 

「使用許諾契約書」び表示された5、「使用許諾契約書」に同意ずるかしないかを選 
択しまず。 

同意する場合は、[同意する]をク U ックします。[同意しない]を還択すると 、 Adobe 
Reader は使用できません。 
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Windows Live Suite のインストール (Windows 7 のみ) 


「Windows Live Suite 」 は 、 「Windows Live メール」など、複数のソフトウェアを含むパッケー 
ジです。 

Windows Live Suite のインストール手順は、次のとおりです。 

〇 デスクトップ上の「リカバ U — ツール」アイコンをダブルク U ックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい]をクリックしまず。 

「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

D 本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か5「アプ U ケー 
シヨン CD 」 を選択して、[インス!ル]をクリックしまず。 

6 「アブ U ケーシヨンのインス! — ル」画面び表示された5 、 「Windows Live Suite 」 
をク U ックしまず。 

円 「サービス利用規約」と表示された5、[同意する]をクリックします。 

Wk 「インス!^ールずる製品を選択してください」と表示された5、インス!ルしたい 
製品にチェックを付けて、[インス!ル]をクリックします。 

購入時にインストールされている製品は、巧のとおりです。 

• Windows Live Messenger 

• Windows Live メ ー J レ 

• Windows Live フォトギャラ U — 

• Windows Live ムービーメーカー 

• Windows Live Writer 

• Microsoft Silverli 邑 ht 

円 「もう少しで完了でず」と表示された5、[続行]をクリックしまず。 

^ 「Windows Live へようこそ！」と表示された6、[閉じる]をクリックします。 

これで 、 Windows Live Suite のインストールは完了です。 
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Internet Explorer 8 のインストール (Windows Vista のみ ) 


[Internet Exi 310 「 e 「 8」は、インターネットのホームページを閲覧するためのソフトウエアです。 
Internet Explorer 8のインストール手臓ま、次のとおりです。 


〇 デスクトップ上の「リカバリーツール」アイコンを夕‘ブルク U ックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

& 「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

D 本体ドライバーやソフトウェアの一覧び表示された5、一覧か5「アプ U ケーシヨ 
ン CD 」 を選択して[インス!ル]をク U ックします。 

^1 「アプリケーシヨンのインストール」画面び表示された5 、 「Internet Explorer 引 
をク U ックします。 

「Windows Internet Explorer 8の開始」と表示された5、炊へ]をクリックし 
ます。 

Wk 「ライセンスを項をお読みください」と表示された5、内容をお詔して[同意する] 
をクリックします。 

円 「最新の更新を取得」と表示された5、「更新プ□グラムのインス!ル」にチェッ 
クび付いた:!犬態で、[次へ]をクリックしまず。 

^1 「Internet Explorer のインス!ルは完了しました」と表示された5、[今すぐ再 
起動ずる]をク U ックしまず。 

Windows が再起動したら 、 Internet Explorer 8のインストールは完了です。 
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アのインス I ^ール 


本機に添付のセキュ1」ティーソフトウェア r マカフィー - PC セキュ1」ティセンター90曰期間 
限定版」をインストールします。 

市販のセキュ U ティーソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェアのマニュアル 
をご覧になり、インストールを行ってください。 


マカフィー • PC セキュリティセンター90曰巧巧旧定版のインストール 

マカフィー' PC セキュ U ティセンター90曰期間限定版のインストールち法は、;欠のとおりです。 

n デスクトップ上の r リカバリーツール」アイコンをダブルクリックします。 

口 「ューザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい（続行)]をク U ックします。 

「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

Q 本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された6、一覧か5「アプ U ケー 
シヨン CD 」 を選択して、[インス!ル]をクリックしまず。 

「アプ U ケーシヨンのインス! — ル」画面び表示された5 、 「McAfee PC Security 
Center 90曰版」をクリックしまず。 

b マカフィーのインス!ル画面び表示された5、 Lil 降は画面の指示に従ってインス 
I ^ールを行ってください。 


再インストール用データのノ（ージョン 

マ カ フィー- PC セキ ュ U ティ センター日日 日期間限定版の再 インス!-ール 用データは、 
バージョンびちい 可能性びあります。 ライセンス 契約中であれば、 オンラインで 最新 バー 
ジョンにアップ デ ートび 可能です。 


WinDVD のインス I ル 


rWinDVD 」 は 、 DVD VIDE 日を再生するためのソフトウェアです。 

WinDVD のインス!ル手臓ま、次のとおりです。 

Q デスクトップ上の r リカバリーツール」アイコンをダブルク U ックしまず。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい（続行)]をクリックします。 

「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!^ール]をクリックしまず。 

D 本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か srintervideo 
WinDVD - J を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 


56 













口 rWinDVD-lnstallShield Wizard 」 画面び表示された場合は、 WinDVD の動作にお 
要なアプリケーションをインス!^ールしまず。 

〇 「 WinDV □セットアップへようこそ」と表示された5、じ(降は画面の指示に従って 
インス I ルを巧ってください。 


Nero 9 Essentials のインストール 


書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時 

「 Nero 目 Essentials 」 は、光ディスクドライブで書き込みを行うためのソフトウェアです。 
Nero 9 Essentials のインストール手順は、次のとおりです。 

• I デスクトップ上の r リカバリーツール」アイコンをダブルク U ックします。 

4 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい（続行)]をクリックします。 

F 1 「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か5 「Nero 9 
Essentials 」 を選択して[インス! — ル]をクリックしまず。 

「Nero MultilnstallerJ 画面び表示された5 、 [Nero 9 Essentials ] をクリック 
します。 

b 「Nero 9 Essentials のインス! -- ルへようこそ」と表示された6、 LU 降は画面の 
指示に化ってインス I ルを行ってください。 

リカバリーツール用 Nero プラグインのインストール 

「 U カバ U - ツール用 Nero プラグイン」は、 U カバ U - ツールの CD 作成機能を有効にするた 
めのソフトウェアです。 U カバ U - ツール用 Nero プラグインのインストールち法は、なのとお 
0です。 


田 

曰 

回 

□ 


デスクトップ上の「リカバ U - ツール」アイコンを夕‘ブルク U ックしまず。 

r ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい（続行)]をクリックし 
まず。 


r リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

本体ドライバーやソフトウェアの一覧び表示された5、一覧か5「リカバリーツー 
ル用 Nero プラグイン」を選択し、[インス!ル]をクリックしまず。 
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口 「 U カバ u - ツール用 Nero プラグインのインス!ル」画面び表示された5、[イ 
ンス I ル]をク U ックします。 

UI 降は画面の指示に従ってインストールを行ってください。 

インストール終了後に、「プログラムの互換アシスタントこのプログラムは正しくインストール 
されなかった可能性びあります」とま示される場合びあります。この場合は、「このプログラム 
は正しくインストールされました」を選択してください。 


バックアップ CD か5のインストール 

CD 作成した 「 Nero 日 Essentials 」 メディアから、 U カバ U — ツール用 Nero プラグイ 
ンをインストールする場合は、円 U 留 n フォルダー内の EDCinst を実行してください。 


WDLC フォトガジエットのインス I ル (Windows 7 のみ ) 


rWDLC フォトガジェット」は、デスクトップ上で写真を閲覧•管理するためのソフトウェアです。 
WDLC フォトガジェットのインストール手順は、次のとおりです。 

〇 デスクトップ上の「リカバ U - ツール」アイコンをダブルク U ックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい]をクリックしまず。 

「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!^ール]をクリックしまず。 

D 本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か5「アプリケー 
シヨン CD 」 を選択して、[インス!ル]をクリックしまず。 

b 「アプリケーシヨンのインス! -- ル」画面び表示された 5、 rWDLC フォトガジェット」 
をクリックします。 

これで WDLC フォトガジェットのインストールは完了です。 







Web フイルタリングソフトウエアのインス I ル 


本機に添付の n —フィルター 30曰版」をインストールします。 i ーフィルター 30曰版は、 
有害サイトをフ□ックするための Web フィルタ U ングソフトウェアです。 

市販の Web フィルタ U ングソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェアのマニュ 
アルをご覧になり、インストールを行ってください。 

i -フィルタ ー 30曰版のインストール 

i ーフィルター 30曰版のインストール手順は、なのとおりです。 

fe | デスクトップ上の「リカバ U - ツール」アイコンをダブルク U ックしまず。 

4 「ユ-ザ—アカウント制御」画面び表示された5、[はい（続行)]をク U ックします。 

「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

本体ドライバーやソフトウェアの一覧画面び表示された5、一覧か5「アプ U ケー 
シヨン CD 」 を選択して、[インス! -- ル]をクリックしまず。 

「アプ U ケーシヨンのインス!ル」画面び表示された5、 n - フィルター 30曰版」 
をク U ックします。 

n- フィルタ——インス!ル」と表示された 5、 LU 降は画面の指示に従ってイン 
ス I ルを行ってください。 

デスクトップ上に n —フィルタ ー J アイコンび表示された5、 i ーフィルター 30曰版のイン 
ストールは完了です。続いて、 i ーフィルタ ー 30曰版のユーヴー登録を行います。 

i —フィルタ ー 30曰)！ S のユーザー登録 

i ーフィルター30曰版を使用するには、ユーヴー登録び化要です。 

ユーヴー登録はインターネット接続後に行います。 

ユーヴー登録のちまは、なのとおりです。 

〇 デスクトップ上の n - フィルター」アイコンをダブルクリックしまず。 

Windows を再起動した場合は、 n —フィルター...」画面び自動的に表示されます。 

n - フィルタ——」画面び表示された5、使用許諾契約書の内容をよくお読みにな 
り、 [ n - フィルター」を使ってみる]をクリックしまず。 

■ cj 「 n - フィルター」の開始」と表示された6、じ(降は画面の指示に従ってユーザー登 
録を行ってください。 
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ATOK 無償試用版 (30 日刚のインストール 


AT 0 K は、日本語変換に優れた、日本語入カシステムです。 

AT 0 K 無償試用版 （30 日間）は、下記のページからダウン□-ドしてください。 

http://www.atok.com/try/ 


そのほかのインス I ^ール 


必要に応じて;欠のインス I -ールを行ってください。 

化>^ぶ ^ _ _ _ , 

お使いになるシステム構成によって、ドライバーやューティ U ティー、ソフトウェアなどのイン 
ストールび必要です。 

インス!ルは、オプション機器類に添付されているメディアを使用して行ってください。 


インストールが必要なドライバーの例 

お使いになるシステム構成によって、 、かのような ドライバーやユーティ1」ティーび必要に 
なりまず。 

- USB 対応機器を使用する場合： US 日機器に添付のドライバー 
•プ I 」ンターを使用ずる場合：プ1」ンターに添付のドラィバー 


そのほかのソフトウェア 

「 Office 」 など、そのほかに使用するソフトウェアびある場合は、インストールします。 
インストールち法はソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 
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再インストールをの作業 


再インス I -ールび完了したら、必要に応じて;欠の作業を行ってください。 


バックアップしたデータの復元 


再インストールを行う前にノ（ックアップしたデータを復元します。 

• Internet Explorer、Windows ( Live ) メールの設定 

Windows 7の場合_ 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴリか5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
—「バックアップ」一 「 Windows 転送ツールを使う」 


Windows Vista の場合 

A 「 PC お役立ちナビ」一[トラブル解ミ夫]- 「 Windows の操作」一「バックアップ」 
- 「Windows Vista :バックアップしたファイルや設定を復元する （Windows 
転送ツール)」 

•そのほか重要なデータ 

パックアップ先のメディアなどから元に戻します。 


領域の作が 


Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、「未割り当て領域」はそのままでは 
使用できません。 Windows の「ディスクの菅理」を使用して、領域の作成を行います。 

「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r ユーザーズマニュアル補足編」 
— 「 HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順」 


r ネットワークの設定 


■ 


再インストールを行ラ前に書を写しておいた設定を元に、ネットワークの設定を行います。 
Wakeup On LAN を使用する場合は、設定を行います。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r ユーザーズマニュアル補足編」 
-「ネットワーク機能（有線 LAN )」一 rwakeup On LANJ 
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Windows やソフトウエアをアップデートする 


再インストールをすると、今までに行った Windows やソフトウェアの更新び元の状態に戻って 
しまいます。最新の状態になるよラ、アップデートを行ってください。 

《アップデートをするにはインターネットへの接続び必要です。 

•Windows 

今までに行った 「Windows Update 」 のプログラムびインストールされていない状態に戻り 
ます 。 Windows Update を行ってください。 

自動更新の設定びされていると、更新プログラムび自動的にダウンロード、インストールされ、 
最新の状態になります。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r ユーザーズマニュアル補足編」 
-「インターネットを使用する際のセキュリティー対策」 

• ソフトウエア 

アップデートちまは、ソフトウェアのヘルプやマニュアルをご覧ください。 


本機に関する情報や最新のドライバーを入手する 


当社ユーヴーヴポートページには、本機の最新ドライバーや使用ち法に関する情報び掲載されて 
います。インターネットに接続したら、ユーヴーヴポートページをご確認ください。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一画面下[ユーザーサポート] 
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困つたとをは 


困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 
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トラブルび巧生した 6 


困ったとを、トラブルび発生したとさは、なのよラに巧処方まを探してください。 


起動•画面表示でをる場合… PC お役立ちナビで調べる 


コンピューターを起動、画面表示でをる場合は、 「 PC お役立ちナビ」の[トラブル解ミ夫]で巧 
処方法を探してください。 


磨 


ダブルクリック 


< PC お役立ちナビアイコン> 


PC お役立ちナビ 


貢 P45 入*してください，/トドディスク巧の1育穿と.ウェブヴイライン■蛋ヒの串巧レ检 «) 巧円6です。 


I SEARC ず 



トラブルの 
種類を選択 ■ 
しまず 


PC お役立ちナビ 


お巧立ち 


_ マニユ乃 W か一わ 


「システム度なツール J 拉曲 


い tJ 恼 W かで电。と JU 


I 呂 ii & jiLlii 心4 ■& 


巧定方ま / mi 


- tHBUS 不 

» 巧迈機！！ 
けウンド 


— WindowsiiM ^ 

キツトフーク/ 

インターネット 
4 アプリケーシヨシ 
马巧入力 

な トラブ JWX # '巧方ぶ用 
〇 八ードウエア泣•のときは 


コシピュータのち理ちとおお付きアカウント 

1おの〕ンピュータを複巧のユープーが巧用する！•を.ユーヴーごとに r アカウント J をけ巧ずれ(ま、お互いが干渉せ 
すにコシピュータを巧巧することができます.さらに、 JO ワードを投定する»ユーザーワードを投定する）と 
、呂巧のアカウントは目巧だけが巧ラことがでまます • 

r アカウント J には、 r コシピュータの■巧ち 【 Administra れり J と巧リ巧がきアカウント（巧面ユーヴ ー) J の2« 
巧があ0、 WindowsODga における供作に通いがあります. 


. [コンビュータの 

コンピュータにあず巧なしているアカウント（ユーヴ ー） で、コンピュータモ■理する巧目を担つています. 
WindowsO ) ga «( e ® 中には、アプリケーシヨシのインストールやアカウシ!''な度など、置ちちでなければ» 
ホできないをのがを巧あ0ます. 

-[初旧がさアカクシト J 

Windows ^ ra において供作でまることが扫巧されており、 J なつー ドの作成/巧が南»や自分のアカウシトの® ♦ 
変 e ぐらいしかでさまだん • 

ながぶ篇のがゎかげ5^^>ァプリケーションの换巧は、どちらのアカウシトでち同じように行うことがでさます. 


あ 


■コシピユータの g 导ちとな巧がまアカウントの達い 
F コシピユータの■理香巧思付きアカウント 
プリケーシヨンやドライパのイシストール0 X 

Window 


供作二 
巧リク 


〇 インターネダト！なまモード：有効 


み 100% ▼ 


候補の中か5見たい項目を選択ずると、 
内容が表示されまず 
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システム診がツール 

「 PC お役立ちナビ」の[トラブル解ミ夫]には、システム診断ツールび搭載されています。 
とす = p .80 「システム診断ツールを使ラ」 



トラブルシユーテイングツール 【Windows 7のみ） 

Windows 7にはトラブルシューティングツールを集めたコーナーび用意されています。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「システムとセキュリティ」一「コンピューター 
の一般的な問題のトラブルシューティング」 



トラブルシューテイングツールの一覧び表示されたら、トラスレに応じたツールをク U ックして、 
トラブルシューテイングを行ってみてください。 


起動•四回表巧でまない場合 


コンピューターを起動、画面表示でさない場含は、 とす^ P. 66「起動■画面表示でさないとさは」 
をご覧ください。 
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起動 • 画面表おでをないとまは 

コンピューターを起動、画面表示でをない場をは、診断を行い、各診断結果に応じた对処をして 
<ださい。 


診断する 


なの診断を行ってください。巧処方法びミ夫まったら、 とす = p .日7「対処する」へ進んでください。 


スタート 



画面に EPSON □ゴび 
表示される 


No 


Yes な 


画面に エラー メッセージが 
I 表示される 


No 


Yes 


本体に不具合び発生して 
しぶ可能性びありまず 



Yes 


r システム回復オプション」 
I 画面が表示される 


No ■ 

よラこそ画面や□グイン No 
画面、デスクトップ画面 
び表示される J 


Yes 


み 


デスクトップ画面のまま 
動かない 


No 


画面に エラーメツセー ジび 
, 表示され、動かない I 


Yes 


Yes 


Windows に不具合び 
発生している可能性び 
ありまず 
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巧処する 


コンピューターを起動、画面表示でをないとさの対処方法は、なのとおりです。 

対処後も不具合び解消しない場合は、『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、ヴポー 
卜窓□までお問い合わせください。 

巧巧 A 

なの対処を順まに行ってみてください。 

コンピューターの電源を入れなおす 

電源を入れなおす場合は、20砂程度の間隔を空けてか6電源を入れてください。20砂!;1内 
に電源を入れなおすと、電源び異常と判断され、システムび正常に起動しなくなる場合びあ 
ります。 


h 電源コード /AC アダプター/バッテリーパックを接続しなおず 

コンピューターへの電源供給に問題がある可能性があります。コンピューターの電源を切って 
から、電源コード、 AC アダプター、バッテリーパックを外して1分程度放置し、再度電源を入れ、 
問題が解決されるかどラか確認してください。 

バッテリーパックのみで使用している場含は、完全放電している可能性があります。 AC アダ 
プターを接続して使用してみてください。 

■ cj 周迈機器や増設した装置を取りがず 

本機をご購入後に、プ U ンターやスキャナーなどの周辺機器、メモ U - など、お客様ご自身で 
増設された装置びある場合は、装置を取りがした状態で電源を入れ、問題び解ミ夫されるかどラ 
か確認してください。 

巧伽ま B 

なの対処を順まに行ってみて<ださい。 

b 電源コ-ド/ AC アダプター/バッテリーパックを接続しなおず 

コンピューターへの電源供給に問題びある可能性びあります。コンピューターの電源を切って 
から、電源コード、 AC アダプター、バッテ U —バックを外して1分程度放置し、再度電源を入れ、 
問題び解ミ夫されるかどラか確認してください。 

バッテ I 」ーバックのみで使用している場合は、完全放電している可能性びあります。 AC アダ 
プターを接続して使用してみてください。 

口 周辺機器や増設した装置を取り外ず 

本機をご購入後に、プリンターやスキャナーなどの周辺機器、><モリーなど、お客様ご自身で 
増設された装置がある場をは、装置を取0外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラ 
か確認してください。 
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巧巧 c 

まず、なの表をご覧になり、エラーメッセージに応じた対処をしてください。 


メッセージ 

内容および巧処方ま 

Reboot and Select proper Boot 
device or Insert Boot Media in 

selected Boot device and press 
a key 

• ブートデバイスにシステムびない場合は 、 「BIOS Setup ユー 
ティ U ティー」-「巳日日りメニュー画面— 「 Boot 日 pti 日 n 
Priorities 」 で、システムの入ったデバイスを割り付けてくだ 
さい。 

♦ブートデバイスにメディアび挿入されていない場合は、システ 
ムの入った方ディアをブートデバイスに挿入してください。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量び不足して 、 CMOS RAM の内容を保 
持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CM 日 S の設定び正しく行われていません 。 「BIOS Setup ユー 
ティ U ティー」 一 「 Save Si Exit 」 メニュー画面 一 「 Load 
Optima ! Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定び正しく行われていません。「巨 IOS Setup ユー 
ティリティー」一 「 Main 」 メニュー画面で曰付と時刻の設定をな 
おしてか5 [Save & Ex け」メニュー画面 - 「Save Changes 
and Reset 」 を選択してください。 


あてはまるメッセージびない場合は、なのとおり対処してみてください。 

fej 周迈機器や増設した装置を取りがず 

本機をご購入後に、プ U ンターやスキャナーなどの周辺機器、メモ U —など、お客様ご自身で 
増設された装置びある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題び解ミ夫されるかどラ 
か確認してください。 

巧巧 D 

なのとおり対処してみてください。 

• J Windows 回復環境 （Windows R 曰で不具合対処をずる 

と F * P .79 IT システム回復オプション」画面び表示されたら」 


68 









巧巧 E 

なの対処を順まに行ってみて<ださい。 

n コンピューターの電源を入れなおず 

電源を入れなおす場合は、20砂程度の間隔を空けてから電源を入れてください。20秒!;1内 
に電源を入れなおすと、電源び異常と判断され、システムび正常に起動しなくなる場合びあり 
よす 0 

周辺機器や増設した装置を取りがず 

本機をご購入後に、プリンターやスキャナーなどの周辺機器、六モリーなど、お客様ご自身で 
増設された装置がある場をは、装置を取0外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラ 
か確認してください。 

& セーフモードで起動し、システムの復元を行う 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみて<ださい。 

と歹=*り.73 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動でさた場合は、「システムの復元」機能を使用して前のコンピューター 
の状態に戻すことで、問題が解決でさる可能性があります。システムの復元を行ってみてくだ 
さし)。 

とす = p .74 「システムの復元」 

【I 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動でをるかどうかを確認しまず。 
と F " p .7 巳「前回正常起動時の構成で起動する」 

曰 BIOS の設定を初期値に戻ず 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。目の S の設定を初期値に戻し、 
問題が解決されるか確認してください。初期値に戻す前に巨 I 日 S の設定をメモしておいてくだ 
さい。 

なみ： 1ら 「 BI 日 S の初期化」 

曰 Windows RE を使う 

「 Windows 回復環境 (Windows RE )」 の回復ツールを使用して、 Windows を修復してみて 
ください。 

とミ^ 13.77 「 Windows 回復環境 （ Wind 日 ws RE ) を使ラ」 

w \ Windows を再インス!ルずる 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムび破損している可能性びあります。 
Windows の再インス I ルを行って、問題び解ミ夫されるかどラか確認してください。 

とす = p .38 r 再インストールの前に」 
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巧巧 F 

なの対処を順まに行ってみて<ださい。 

n コンピューターの電源を入れなおず 

電源を入れなおす場合は、20砂程度の間隔を空けてから電源を入れてください。20砂!;1内 
に電源を入れなおすと、電源び異常と判断され、システムび正常に起動しなくなる場合びあり 
よ9 〇 

周迈機器や増設した装置を取りがず 

本機をご購入後に、プ U ンターやスキャナーなどの周辺機器、メモ U - など、お客様ご自身で 
増設された装置びある場合は、装置を取りがした状態で電源を入れ、問題び解ミ夫されるかどラ 
か確認してください。 

b セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を巧う 

必要最ほ限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 

とす" P .73 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動でさた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼動しているソフト） 
を一時的に停止させることで問題び解ミ夫するかを確認してください。 

とす = p .74 「常駐ソフトの停止」 

常駐ソフトび原因ではなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてください。！；!前のコ 
ンピューターの状態に戻すことで、問題び解;夫でをる可能性びあります。 

とす = p .74 「システムの復元」 

【I 前回正常起動時の構成で起動ずる 

セーフモードで起動でをない場合は、前回正常起動時の構成で起動できるかどうかを確認します。 
とす =P.7 巳「前回正常起動時の構成で起動する」 

曰 Windows RE を使う 

「 Wind 日 WS 回復環境 (Windows RE )」 の回復ツールを使用して、 Windows を修復してみて 
ください。 

とミ^ 13.77 「 Windows 回復環境 (Windows RE ) を使ラ」 

Windows を再インストールずる 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムが壊れている可能性があります 。 Windows 
の再インストールを行って、問題び解決されるかどラか確認してください。 

とす =* p .38 r 再インストールの前に」 
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巧巧 Q 

なの対処を順まに行ってみて<ださい。 

n コンピューターの電源を入れなおず 

電源を入れなおす場合は、20砂程度の間隔を空けてから電源を入れてください。20砂!;1内 
に電源を入れなおすと、電源び異常と判断され、システムび正常に起動しなくなる場合びあり 
よ9 〇 

h セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を巧う 

必要最巧限の状態であるセーフモードで起動してみて<ださい。 

とす = p .73 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動でさた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼動しているソフト） 
を一時的に停止させることで問題び解ミ夫するかを確認してください。 

とす = p .74 「常駐ソフトの停止」 

常駐ソフトび原因ではなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてください。！；!前のコ 
ンピューターの状態に戻すことで、問題び解ミ夫でをる可能性びあります。 

とす = p .74 「システムの復元」 

曰 Windows RE を使う 

「 Windows 回復環境 (Windows RE )」 の回復ツールを使用して、 Windows を修復してみて 
ください。 

と受 3 13.77 「 Windows 回復環境 (Windows RE ) を使ラ」 

り Windows を再インス!ルずる 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムび壊れている可能性びあります 。 Windows 
の再インストールを行って、問題び解ミ夫されるかどラか確認してください。 

伤 P .38 r 再インストールの前に」 
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トラブル時に効果的な巧処方法 


トラブル時に効果的な対処方法を紹介します。 


機能 

こんなとさに 

再起動 とす^ P .72 

本機を再起動しまず。 

-使用しているソフトウェアで指示びあった場合 
-ソフトウェアや Windows の動作び不安定になっ 
たとさ 

ソフトウエアの強制終了と ミ^ P .73 

ソフトウエアを強制終了しまず。 

-ソフトウェアや Windows び、キーボードやタツ 
チパツドか6の入力を受け付けず、何ち反応しな 
<なったとさ 

セーフモードで起動 な P .73 

必要最低限の状態で Windows を起動しまず。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ 

常駐ソフトの停止と 歹=口.74 

不具合のある常駐ソフトを停止しまず。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ(セーフモードで起動でをたとを） 

システムの復元と f =" p .74 

Windows を凹前に作成した復元ポイントの状態に 
民します。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ（セーフモードで起動でさたと 
さ） 

前回正常起動時の構成で起動と 易^ P .7 已 

Windows を前回正常起動できた状態に戻します。 

- Wind 日 WS び正常に起動できないとき、動作び不 
安定になったとを（セーフモードでを起動でをな 
し、とを） 

BIOS の初期化と 易^ P .7 色 

BIOS の設定を初期値に戻しまず。 

-目 IOS の設定を誤って本機び起動しなくなったと 
さ、動作び不安定になったとさ 

リチウム電池の交換と 多 = p .77 

リチウム電池を交換しまず。 

-曰時や時間びおかし<なる 
- BIOS で設定した値び変わってしまラ 

Windows 回復環境 （Windows RE ) 

幻^ P .77 

Windows を修復します。 

-「システム回復オプション」画面び表示されたとさ 
- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ 

ソフトウエアの再インス1ル とす*口.38 

本機を購入時の状態に戻しまず。 

- Wind 日 WS び正常に起動できないとき、動作び不 
安定になったとさ（上記項目の对処をしてわ起動 
でさないとを） 

- HDD の領域を分割したいとを 

システム診断ツー ルと歹^口ぶ〇 

八ードウエアに不具合があるかどラかを診断しまず。 

-不具合の原因び八ードウェアにあるかどラかを調 
ベたいとさ 


再起動 


電源び入っている状態で、本機を起動しなおすことを「再起動」と言います。 
なのよラな場合には、本機を再起動する必要びあります。 

•使用しているソフトウエアで指示があった場合 

•Windows の動作が不安定になった場合 

本機の再起動ち法は、なのとおりです。 

D [スタート]- [ c >] 一「再起動」をクリックしまず。 
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再起動してち状態が改善されない場含は、本機の電源を切り、しばら< してから電源を入れて< 
ださい。 
















[アの強制終了 


ソフトウエアや Windows びキーボードやタッチパッドからの入力を受け付けず、何も反応しな 
くなつたが態を「八ングアップ」と言います。 

八ングアップした場合は、ソフトウエアの強制終了を行います。 

ソフトウエアの強制終了ち法は、なのとおりです。 


n 区^ +臣互]+區互]を巧します。 

h 表示された項目か5「タスクマネージヤーの起動」をクリックしまず。 

「 Windows タスクマネージヤー」が起動します。 

E 「アプリケーシヨン」タブか 5A ングアップしているソフトウェアを選択して[タス 
クの終了]をクリックします。 

Windows Vista の場合、「プ□グラムの終了」画面び表おされた6、[すぐに終了]をクリツ 
クしまず。 


強制的に電源を切る 

+ fTin + [5^ を押してち反応びない場合は、強制的に本機の電源を切ります。 
強制的に本機の電源を切るち法は、なのとおりです。 

本機の電源スイッチ（む）を已秒じ(上押し続けまず。 

本機の電源が切れます。 


r セーフモードでの起動 


3 


本機を正常に起動でをない場合は、セーフモードで起動してみてください。 

セーフモードで起動するちまは、なのとおりです。 

b 本機の電源を切り、20秒程放置してか5電源を入れまず。 

口 EPSON と表示され、型をを宣をに回を「トン、トン、トン…」と連続的に巧 
します。 

F 1 r 詳細ブートオプション」画面び表示された5、 CTD または CTD を押して r セー 
フモード」を選択し、にのを巧しまず。 

セーフモードで起動でをた場合は、不具合に対処してください。 
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常駐ソフトの停止 


セーフモードで起動でをた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼動しているソフト）を 
一時的に停止させることで問題び解まするかを確認してください。 

常駐ソフトを停止する手順はなのとおりです。 

n [スタート]- r 検索ボックス」に rmsconfi 邑」と入力して、にを巧します。 

Windows Vista の場合、「ユーヴーアカウント制御 J 画面び表おされた6、[続行]をクリッ 
クします。 

h 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧か5問題の原因となっている可能性のあ 
る項目（常駐ソフト）のチェックをがし、 [0 口をク U ックします。 

E 「再起動び必要な場合びあります」とい弓メッセージび表示された5、[再起動]を 
クリックします。 

常駐ソフトび原因ではなかった場合、がしたチェックは元に戻してください。 


システムの復元 


本機の動作び不を定になった場合、「システムの復元」を行って Windows をけ前の状態（復元 
ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、問題び解ミ夫でをることびあります。システムの 
復元ち法は、 Windows の種類によって異なります。 

Windows Vista の場创ま、なをご覧ください。 

とす^ P .7 已 [Windows Vista の場合」 

Windows 7の場合 

システムを復元ポイントの状態に戻すち法はなのとおりです。 

fe | [スタート]-「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一「シ 
ステムの復元」を選択します。 

4 「システムの復元」画面に r 巧奨される復元」か r 別の復元ポイントを選択ずる」の 
選択肢び表示された場合は、 r 推奨される復元」を選択します。 

復元ポイントを自分で指定したい場合は、「別の復元ポイントを還おずる」を還おします。 

回 [次へ]をクリックしまず。 

復元ポイントの一覧び表示された場合は、復元ポイントを選択し、[次へ]をクリッ 
クします。 

k | r 復元ポイントの確認」と表示された5、内容を5き詔し、院了]をク U ックします。 
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円 「いったんシステムの復元を開始した5…」と表示された5、[はい]をクリックし 
まず。 

本機び再起動します。 

Q 再起動後、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、[閉じる] 
をク U ックします。 

これでシステムの復元は完了でず。 

Windows Vista の場合 

システムを復元ポイントの状態に戻すちまは;欠のとおりです。システムの復元を行ラ前に、 
HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをおすすめします。 

fe | [スタート]-「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一「シ 
ステムの復元」を選択しまず。 

口 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[続行]をクリックします。 

■ cj 「システムの復元」画面び表示された5、 r 推奨される復元」を選択し、[次へ]をク U ッ 
クしまず。 

復元ポイントを自分で指定したい場合は、 r 別の復元ポイントを還おする」を還おしてじ欠へ] 
をク U ックし、ポイントを還択して[次へ]をク U ックします。 

Q r 復元ポイントの確認」と表示された5、内容を巧詔し、[完了]をク U ックします。 

巧 「システムの復元を開始ずると…」と表示された5、[はし VI をクリックしまず。 

本機び再起動します。 

円 再起動後、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、[閉じる] 
をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 


前回正常起動時の構がで起動する 


セーフモードで起動でをない場合は、前回正常起動時の構成で起動でをるかど5かを確認します。 

Q 本機の電源を入れまず。 

口 「 EPSON 」 と表示され、逍をを直塗に回を「トン、トン、トン • • •」と連続 
的に巧しまず。 

F 1 r 詳細ブートオプション」画面び表示された5、 m または m を巧して、「前回 
正常起動時の構成（詳細)」を選択し、 G のを巧しまず。 
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BIOS の初期化 


「BIOS Se む jp ユーティ U ティー」の設定を間違えてしまい、万一、本機の動作び不安定になっ 
てしまった場合などには 、 BIOS Setup ユーティ U ティーの設定を BIOS の初期値に戻してみ 
てください。 

BIOS Setup ユーティ U ティーの設定を BIOS の初期値に戻すち法は、なのとおりです。 

《 「 Security 」 メニュー画面にある項目の設定は、初期値に戻りません。 

n 本機の電源を入れまず。 

すでに Windows び起動している場合は再起動します。 

口 本機の起動直後、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに m を「卜 
ン、トン、トン • • •」と連続的に巧しまず。 

Windows び起動してしまった場合は、再起動して 白を もう一度実行してください。 

& 「BIOS Setup ユーティリティー」び起動して 「 Main 」 メニュー画面び表示されます。 

^1 ( F 9 I を巧ず、または |"Save & Exit 」 メニュー画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択ずると;夕のメッセージび表示されまず。 

- Load Optimized Defaults - 

Load Optimized Defaults? 

Yes No 


曰 [ Yes ] を選択して m を押します。 

曰 [ F10 ) を押ず、または 「Save & Exit 」 メニュー画面 — |"Save Changes and 
Reset 」 を選択ずると、次のメッセージび表示されまず。 

- Save & reset - 

Save configuration and reset.' 

Yes No 


Q [ Yes ] を選択してにのを押しまず。 
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リチウム電池の交換 


「BIOS Setup ユーテイ U テイー」で設定した情報は、マヴーボード上の U チウム電池により保 
持されています。 

U チウム電池は消耗品です。コンピューターの使用状況により異なりますび、 AC アダプターや 
バッテ U —からの電力供給びまったく無い場合、本機の U チウム電池の寿命は約已年です。 

曰付や時間びおかしくなったり、 BIOS で設定した値び変わってしまラことび頻発するよラな場 
合には、 U チウム電池の寿命び考えられます。 rmn 『サポート-サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーヴービスセンターまでご連絡ください。 


Windows 回復環境 (Windows RE ) を使う 


本機の HDD 内と Windows の U カバ U - DVD には、 「 Windows 回復環境 （Windows RE )」 
び設定されています 。 Windows RE を使用すると、不具合に対処することびでをます。 

Windows RE の項目 

Windows の種類によって、項目内容び異なります。 

Windows Vista の場合は、 とす* p . 78をご覧ください。 

Windows 7の場合 

Windows RE には、なの項目びあります。 



<イメージ> 


•スタートアップ修復 

Windows を起動でをない問題を自動的に修正します。 Windows び起動でをないとさは、ま 
ずスタートアップ修復を行ってみてください。問題び解ミ夫しない場合は、「システムイメージ 
の回復」を行ってください。 

•システムの復元 

コンピューターを前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻します 。 Windows 
の動作び不ま定な場合に行ってみて<ださい。 

とす = p .74 「システムの復元」 

問題び解ましない場合は、「システムイメージの回復」を行ってください。 
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•システムイメージの回復 

事前にシステムイメージをイ呆存しておいた場合は、 Windows やソフトウェアを、システムイ 
メージなを時の状態まで一度に U カバ U —することびでをます。 

※再インス!-ールと同様、イ呆存されているデータは消去されます。事前にバックアップを行っ 
て < ださい。 

システムイメージの回復については、なの場所をご覧ください。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]- r カテゴ U か5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
- r バックアップ」一 r システムイメ ージの作成を使ってバックアップを行う方法」 

•Windows メモ U 診断 

メモ U —に八ードウェアエラーび発生しているかどラかを確認します。 

•コマンドプ□ンプト 
コマンドプロンプトウインドウを開をます。 

Windows Vista の場合 

Windows RE には、なの項目びあります。 



< イメージ （Windows Vista の場合 ）> 

•スタートアップ修復 

Windows を起動でをない問題を自動的に修正します。 Windows び起動でをないとさは、ま 
ずスタートアップ修復を行ってみてください。 

•システムの復元 

コンピューターをしツ前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻します。 

•Windows Complete PC 復元 

バックアップしてあったデータを使用してコンピューター全体を復元します。 

•Windows メモ U 診断ツール 

メモ U —に八ードウエアエラーび発生しているかど5かを確認します。 


•コマン ドプ □ン プト 

コマンドプロンプトウインドウを開をます。 

















r システム回復オプション j 画面び表示をれた s 

Windows に不具合び起きると、 HDD 内の Windows RE び自動的に起動し、「システム回復 
オプション」画面び表示されます。 

「システム回復オプション」画面び表示されたら、;欠の手順で Windows RE の項目を表示させ、 
対処を行います。 

Q 「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

口 「回復オプションにアクセスするには…」と表示された5、「ユーザー名」を選択し、 
パスワードを設定していた場合には「パスワード」にパスワードを入力して [0 口 
をクリックします。 

「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
ず。 lil 降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 

な。 で 「Windows RE の項目」 

HDD 巧の Windows RE を手動で起動する 

HDD 内の Windows RE は、手動で起動することもでさます。 

手動で起動する方法は、なのとおりです。 

b 本機の電源を切り、吕〇秒程が置してか5、電源を入れまず。 

h 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に。の を「トン、トン、トン•一」と連続 
のに巧しまず。 

■ cj 「詳細ブートオプション」画面び表示された5、「コンピューターの修復」を選択し、 
rm を巧します。 

「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

巧 「回復オプションにアクセスするには…」と表示された5、「ユーザー名」を選択し、 
パスワードを設定していた場合には、「パスワード」にパスワードを入力して、 [0 口 
をク U ックします。 

「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
す。降は、画面の指示にがって作業を行ってください。 

な。: 11 「Windows RE の項目」 
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DVD の Windows RE を使用する 

Windows RE は、本機に添付されている Windows の ru カバ U - DVD 」 にも収録されています。 
HDD 内に設定されている Windows RE を消去してしまった場合などに使用してください。 

DVD に収録されている Windows RE の起動方法は、なのとおりです。 

n Windows の「リカバリー DVD 」 を光ディスクドライブにセットして、本機を再起 
動します。 

トイ 「 EPSON 」 と表示後、黒し、画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを押します。 

F 1 「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

FI オペレーティングシステムの一覧び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

巧 「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
ず。降は、画面の指示に化って作業を行ってください。 

とす = p .77 「Windows RE の項目」 


システム診断 ツールを 使ラ 


システム診断ツールを使ラと、八ードウエアに不具合が発生しているかどラかを診断することが 
でをます 0 

システム診断ツールの種類 

システム診断ツールには、なの2種類びあります。 

• PC お役立ちナビか5起動するシステム診断ツール 

PC お役立ちナビからシステム診断を行5ことびでをます。 Windows を起動でをる場合に使 
用します。 

• CD か5起動するシステム診断ツール 

Windows び起動でをない場合に、「1」カバ U - ツール CD 」 からツールを起動してシステム診 
断を行います。光ディスクドライブの接続び必要です。 
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システム診巧を実巧する 


Windows を起動でをる場合とでをない場合で、システム診断の実行ち法は異なります。 


Windc 加 / S を起動できる場さ 

PC お役立ちナビからシステム診断を行います。 

実行ち法は、なのとお D です。 

〇 デスクトップ上の 「 PC お役立ちナビ」アイコンをダブルクリックしまず。 



< PC お役立ちナビアイコン > 

口 PC お役立ちナビび起動した5、[トラブル解巧]-[システム診断ツール起動]を 
クリックします。 

E 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい（続行)]をクリックし 
まず。 

D システム診断ツ-ルび起動した5、診断したい項目をクリックしまず。 

該当項目の診断び開始されまず。 

巧 診断び終了した5、診断結果をお認しまず。 

「 Passed 」 と表おされた場合、八ードウエアは正常に動作しています。 

「 Failed 」 と表示された場合は、該当項目に不具合びある可能性びあります。 

CUE ) 『サポート'サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

Windows を起動できない場さ 

ru カバ U - ツール CD 」 からシステム診断ツールを起動します。 

実行ち法は、なのとおりです。 

〇 「リカバリーツール CD 」 を光ディスクドライブにセットして、本機を再起動しまず。 

黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えたあと 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TESTJ と表示された5、どれかキーを巧しまず。 

システム診断ツールが起動し、自動的に診断が開始します。 

F 1 診断び終了した5、診断結果をお認しまず。 

「 F 」 び表示された場合は、表示された項目に不具合びある可能性びあります。 qH ) 『ヴポー 
卜-サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

D 光ディスクドライブか5 C □を取り出し、電源を切ります。 

これでシステム診断は完了です。 
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さ部の名赖 


正面•を側面 


LCD ユニット 
LCD 画面 

♦内蔵ステレオスピーカー 


>内蔵ステレオ 
スピーカー 



♦セキュリティー 
□ックス□ット 

♦通風孔（排気用） 

• VGA コネクター g 

• LAN コネクター 

• e-SATA コネクター ESATA 

• US 目コネクター々 

• Express 力ードス□ット 

EXPRESS 口 

• HDMI コネクター HDMI 


メモリーカード 
スロット 

Cmmc . sd . ms/pro 

クリックボタン 
タッチパッド 
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無線 LAN キーが 
<無線 LAN 搭載時のみ機能> 


タッチパッドキ ー0 

I電源スイッチの 


' コロロ ’ 
CDCDC 

つロロロ 
■CDCDCDC 

コロロロロロ 
) CD 〇 CD 〇 C3 仁 

コロ ロこ、 
5CDCD 仁 

Q 

V 

か;,) じ 

画 Eaj 

J 



を か）目 D PWR 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 


► Caps Lock ランプる 


•電源ランプ PWR 
バッテ U- 巧電ランプ D 


• HDD アクセスランプ6 

•無線 LAN 状態ランプが 
<無線 LAN 搭載時のみ機能> 
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も側面 



底面 


•通風孔（吸気用) 
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添付をれているソフトウェア 

本機に添付されているソフトウェアにつして説明します。 

添付されているソフトウエアは、 Windows の種類や購入時の選択によって異なります。 


表中記号の見方 


の 

ソフトウェアは添付の DVD または CD に収録されています。 

^ - 

-^ 

ソフトウェアは HDD の「消ま禁止領域」に収録されています。この領域を削除すると再インス!-ール 
びでさなくな0ます。「消去禁止領域」は、絶対に削除しないでください。 


词参考) 消去禁止領域に収録されているソフトウエアのバックアップ 

書さ込み機能のある光ディスクドライブを搭載している場合、 HDD の「消去禁止領域」に収録され 
ているソフトウエアを、 CD にバックアップすることびでをます。 

藤 rpc お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ] -r ユーザーズマニュアル補足 
編」一 r 消去禁止領域のデータを/ (ックアップする」 


本煤にインストールをれているソフトウェア 

なのソフトウェアは、購入時、本機にインストールされています。 


本機にインストールされているソフトウエア 

インス!ル用データの 
収録場所 

• Windows 7または Windows Vista (種類は購入時の選択による） 

本機のオペレーティングシステム （ OS ) です。 


• Windows XP Mode (Windows 7 Ultimate/Professional のみ） 

Windows 7 上で Windows XP を起動し 、 Windows XP のアプリケーシヨンを 
動作させるための機能です。 

Windows U カノく U-DVD 

•リカバリーツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバーやソフトウ王アを再インス 
!-ールするためのプ□グラムです。 

の 

1」カバリーツール CD 

•本体ドライバー 

消去禁止領域 


-チップセットドライパー 

マヴーボード上のデバイスを使用ずるためのドライバーです。 

• Intel Rapid Stora 呂 e Technology ドライノ 

HDD を AHCI モードで動作させるためのドライバーです。 

• Intel Management Engine 卜づイ/、一 

マヴーボード上のデバイスを使用するためのドライバーです。 

-ビデオドライバー 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバーです。 
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本機にインスIルされているソフトウエア 

♦本体ドライバー 

-サウンドドライバー 


インストール用データの 
収録場所 


音を鳴らした0、録音するためのドライバーです。 

. タッチパッドドライバー 
タッチパッドを使用ずるためのドライバーです。 

. ネットワークドライバー 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用ずるためのドライバーです。 

•無線 LAN ドライバー（無線 LAN 搭載時のみ） 

オプシヨンの無線 LAN を使用するためのドライノ（一です。 


-メモリーカードドライバー 

メモ U —力ードス□ツトを使用するためのドライバーです。 


• インスタントキ ーユーティ リテ ィー 

インスタントキーを使用するためのユーティ U ティーです。 

• Java2 Runtime Environment 


Java アプ U ケーシヨンを実行するためのソフトウエアです。 

• PC お役立ちナビ 

コンピューターの情報を簡単に検索でをるサポートツールです。 
システム診断ツールち含まれています。 

• Adobe Reader 


消去禁止領域 


PDF (Portable Document Format ) お式のファイルを表示したり、印刷した 
0するためのソフトウエアです。 


• Windows Live Suite (Windows 7 のみ） 

「Windows Live —ル」など、複数のソフトウェアを含むパッケージです。 


• Internet Explorer 8 (Windows Vista のみ） 

インターネットのホームページを閲覧ずるためのソフトウエアでず。 

•マカフィー- PC セキュリティセンター日0曰期間限定版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能などを備えたセキュリティーソフトウエ 
アです。危険なサイト への アクセスを防ぐ Web セーフティーツール「マカフィー‘ 
サイトアドバイヴプラス」ち含まれています。 

購入時の選択によっては、インス I -ールされていません。 

• WinDVD 


DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアでず。 

• Nero 9 Essentials (書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時) 

光ディスクメディアに書き込みを行ラためのソフトウエアです。 
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化要になじてインストールするソフトウエア 

なのソフトウェアは、購入時、本機にインス!ルされていません。必要に応じてインス!ルしてくだ 
さい。 


必要に応じてインストールするソフトウェア 

インス!ル用データの 
収録場所 

• i - フィルター已30曰版* 

インターネット上の有害な Web ページへのアクセスを制限する Web フィルタ U 
ングソフトウェアです。 

f -^ 

• WDLC フォトガジェット （Windows 7のみ） 

デスクトップ上で写真を閲覧-管理するためのソフトウェアです 。 Windows 7 
Home Premium の場合は、購入時にインストールされています。 

消去禁止領域 

• AT 日 K 無償試用版 （30 日間）* 

曰本語変換に優れた、曰本語入カシステムです。 

— 


* 購入時は、「初期設定ツール」からインストールすることびでをます。 

CD か6起動するソフトウェア 

なのソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インストールは必要ありません。 
とす" P .80 「システム診断ツールを使5」 


CD か5起動するソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

•システム診断 ツール 

コンピューターの調テび悪いとさにシステム診断を行ラためのツールです 。 HDD 
内のデータを消去することをでさます。 

巧 

1」カバリーツール CD 
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機能仕様—覧 


型番 

NJ 33 已 0 E 

NY 3000 

CPU 

プ□セッサー 

インテル Core i 7 プ□セツサー 
インテル Core 旧プ□セツサー 
インテル Core 13プ□セツサー 
インテル Celeron プ□セツサー 

インテル Pentium プ□セツヴー 

ソケット 

Socket G 

チップセット 

モバイルインテル HM 已已 Express チップセット 

BIOS 

AM 1 BIOS 

メイン 

メモリー 

メモリー 

PC 3-8 日日0 ( DDR 3-1 日目目 SDRAM ) 使用 ： Windows 7 32ビット版および Windows 
Vista の場合、最大 4 G 目まで搭載可能（システム上利用できるのは約 3.4 G 目まで） 

Windows 7 64ビット版の場合、最大 8 G 目まで搭載可能 

ス□ット 

S 0 DIMM ス□ット （204 ピン） X 2 

(同容量2枚1組で使用の場を、デュアルチャネルで動作） 

ビデオ 

機能 

コント□—ラー 

インテル HD グラフィックス 

メモリー（メインメモ 
リーと共用） 

搭載している^イン:><モリーの容量および日 S によ0異なる 

Windows 7 32ビット版：最大2日日〜]已日 2 M 日 

Windows 7 64ビット版：最大2日日〜]日目 6 M 日 

Windows Vista :最大217〜]已3日 MB 

液晶タイプ、液晶 
表示解像度（最大） 

1已.目型 WXGA カラー液晶1366 X 768 

True Color 32ビット（約] を11 万色 ）* i 

外部ディスプレイ 
表示解像度（最大）* 2 

1600 X 120日、1920 X 1200 (ワイドディスプレイ接続時のみ） 

True Color 32ビット〔約] を11 万色 ）* i 

HDD 

シリアル ATA 2 対応2.已型 HDD 〔容量は購入時の選択による） 

光ディスクドライブ 

シ1」アル ATA 対応ス U ム光ディスクドライブ（種類は購入時の選択による） 

サウンド機能 

インテル A イ-デフィニション-才ーディオ対応 Realtek 製 ALC 269- VB コント□-ラー、 
ステレオスピーカー（出力 2.0 WX 2)、 モノラルマイク 

ネットワーク機能 

1 OOOBase - T /1 日0目 ase - TX /1 OBase-T 対応 Atheros 製 AR 8131 コント□-ラー 

キーボード 

曰本語対応 ] 日4キー (10 キー付を） 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

インタ 

フエー ス 

USB 

3 (ち側面 X 2、左側面 X 1) : USB 2.0 

eSATA 

1: 7ピン 

LAN 

1: RJ -4 日 

サウンド 

マイク入力 X 1、ヘッドホン出力および S/P DIF X ] 

ディスプレイ 

VGA ミニ D - SU 巳]已ピン X 1、 HDM 1] 目ピン X 1(オプションの HDMI - DVI 変換 
アダプター使用で、 HDMI をデジタル DVI-D 24ピンに変換） 

メモリーカードス□ッ ト *3 

1 :SD メモリーカード （ SDHC 对応)、マルチメディアカード（円 US 対応)、；><モ U - 
スティック （ PRO 対応） 

Express 力ードス□ット 

1: Exp 「 essCa 「 d /34 ス□ット 

電源 

AC アダプター *4 

( ADP -65 JH ) 

入力： AC ] 日 0 V 〜240 V ±10% (已日/日 OHz )、] .已 A 

出力： DC 1目 V 、 3.42 A 、65 W 賢量：約320邑情源〕ード含む） 

標準バッテリー 
(巳 T 320巨-巳） 

容量： 440日 mAh U チウムイオン ] 0.8 V 

駆動時間^:約 4.6 時間 （Core i シ U —ズ搭載時)、約 4.2 時間に eleron 搭載時） 

約 3.9 時間 （ Pentium 搭載時） 

列お寸法 

本体： 378 (幅） X 2已3〔與行） X 37.日（高さ ） mm 

費量 

本体：約2.目 kg 

消費電力 （ AC 側） 

最大定格出力時〔理論値）： 76.5 W 

動作環境 

動作温度： ] 日〜3已む、動作湿度： 20〜80%〔ただし、結露しないこと） 


1ビデオコント□ーラーのディヴ U ング機能により実現。 

2本機搭載のビデオコント□ーラー出力解像度（実隙の表示は接続するディスプレイの仕様による）。 

3 SD メモ U - 力ード、メモ U - スティックの菁作権保護機能、また;>< モリースティックおよび:><モリースティック PR 日の高 
速転送、セキュリティー機能には非対応。 

4標準添付の電源コードは、 AC 1 日日 V 用（日本仕様)。本製品は国内専用のため、海外での使用は保証対象列。 

曰動作時間は 」 EITA 測定方法 Verl . O に基づく測定値（システム構成や使用環境により異なる）。 


90 









































無線 LAN * i 【オプション) 


• IEEE 802.11 a / b / g/n 


準拠規格 

IEEE 802.11 a/n 無線 LAN 標準プ〇トコル 、 ARIB STD - T 71 

IEEE 802.11 b / g/n 無線 LAN 標準プ〇トコル、 AR 旧 STD - T 66 

データ乾送速度 
(規格値い 2 

IEEE 802.1 la/g :已 4 Mbps 、 IEEE 802.1 lb :1 1 Mbps 、 

IEEE 802.1 In : 300 Mbps 

変調方式 

DS - SS 方式、日 FDM 方式 

伝送距離 
(理論値） 

IEEE 802.1 la (已 4 Mbps ) : ] 2 m 、 IEEE 802.1 lb (11 Mbps ) : 40 m . 

IEEE 802.1 Ig (已 4 Mbps ) : 25 m 
屋内におけるアクセスポイントとの通信時* 3 

セキユ U テイー*4 

IEEE 802.1 la / b/g :128/目 4 bit WEP 、 WPA 、 VVPA 2、 IEEE 802. 1 x 言忍言正[こ対応 

IEEE 802.1 In : WPA 、 WPA 2 (AES のみ）、 IEEE 8 日 2. 1 x 認証に対応 

使用無線 
チヤンネル 

IEEE 802.1 la/n : 3曰/ 40/44/48 ch ( W 己2)、已吕/已曰/曰0/曰 4 ch ( W 已3)、 

100/104/108/1 12/1 16/1 20/124/1 28/1 32/136/1 40 ch (W 已日） 
IEEE 802.11 b / g/n ：1 ~ 1 3 ch 


本機には、電波法の規定により、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名：巨2吕 ANHMW 

I 召証番号: 003 VWVA 0 白0733、003 XVVA 0 90734、003 YWA 03073 已 
巧 無線 LAN 規格の理論上の最大値であ0、実際のデータ転送速度を示すちのではありません。 

実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows などの使用ま件に 
よって短くな0ます。 

*4 IEEE 802 .lx について 、 Windows Server 2003との IEEE 802.1 x Radius Server ( EAP-TLS 対応認証サーバ ー) 
+ WPA ( TKIP ) の組み合わせによる認証において動作を®認していまず。すべての環境下での動作を保証するちの 
ではありません。 


電波に関するごミち意 

本機には認証を取得した無線設備び内蔵されており、已 GHz 旧 02.1 la / n ) または 2.4 GHz (802.11 b / 
巨/ n ) の周波数帯を使用します。 

-本機の無線設備は、電波法に基づ<ル電カデータ通信システムの無線局として技術基準適合証明を受け 
ているため、本機を分解/改造しないでください。なお、曰本国内でのみ使用でをます。 

•已 GHz ( W 52、 W 53) の周波数帯は、電波法の規定により屋外では使用でをません。 

•2.4 GHz の周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、工場の製造ライン等で使用さ 
れる免許を要する移動体無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線局等（し U 下「他の 
無線局」と称す）び運用されています。 

(1) 本機の無線設備をご使巧になる前に、近くで r 他の無線局」び使用されていないことを確認してく 
ださい 

(2) 万一、本機の無線設備と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速やかに本機の使 
用場所または使用無線チャンネルを変えるか、運用（電波の発射）を停止して<ださい。 

(3) 電波干渉の事例び発生した場合など何かお困りのことびおをたとをには、『サポート•ヴー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 


本機の無線設備は 2.4 GHz 帯を使用します。 

変調ち式として DS - SS および OFDM ち式を採用しており、与干渉距離は 40 m 
です。 


2.4 DS/OF 4 
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マニュアルの読み方 


本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様び選択されたオプションによって、仕様びカスタマイズされていま 
す。 CPU の種類•メモ1」一容量など、選択された仕様に合わせて、お客様才1」ジナルのコンピュー 
ターとして組み立て、納品されています。 


仕樣によコて必要な7ニユアル 

本製品の操作に必要なマニュアルは、お客様び選択された仕様によって、『ユーヴーズマニュア 
ル』（本書）とは別に提供されている場合びあります。 

お使いになる仕様によって必要となるマニュアルは、下記のとおり別冊や電子マニュアルなどの 
お式で提供されていますので、ご確認< ださい。 

•本製品に同«されている別冊マニュアル 
• CD-ROM などに収録されている電子マニュアル 

•「PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]に収録されている電子マニュアル 


マニュアル中の表記 


まをに関する記号 

本書ではなのよラな記号を使用しています。 


A 

警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死こまたは重傷を負ラ可能性が想定さ 
れる内容を示しています。 

A 

を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容お 
よび物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


—般情巧に関する記号 

本書では、なのよラな一般情報に関する記号を使用しています。 



制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 

@1 D 

参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

□曰 

操作手順です。 

ある目的の作業を巧ラために、番号に従って操作します。 
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III 1^^ 

手順が次ページに続くことをおします。 

(Ctrl ) 

() で囲んだマークはキーボード上のキーをまします。 

(♦ J 1 は Enter キーを表します。また、 ( N 1 はドみ 1 のことです。このように 
必要な部分のみを記載しているため、キートップに印字された文字とは異なる場 
合びあります。 

(Ctrl 1 + ( Z ) 

+の前のキーを巧したまま+のをのキーを巧します。 

この例では 、 （Ctrl ) を巧したまま （ Z 1を巧します。 


参照巧に関する記号 

本書では、なのよラな参照先に関する記号を使用しています。 


な 

本書内の参照ページをおします。 

u 別冊） 

別冊子をおします。 

r J 

冊子の名称をおします。 

例）『サポート-サービスのご案内』 

蠻> 

サポートツール 「 PC お役立ちナビ」を示します。 


る敬の表記 

本書では、本機で使用する製品の名称をなのよラに表記しています。 


HDD 

八ードディスクドライブ 

FD 

フ□ッピーディスク 

FDD 

フ□ッピーディスクドライブ 

光ディスクメディア 

CD メディア 、 DVD メディア、 Blu-ray Disc メディアなど 

光ディスクドライブ 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリーカード 

メモリースティック、マルチメディアカード 、 SD メモリーカードの総称 


オペレーテイングシステム 【 OS ) に関する表記 

本書では、オペレーテイングシステム （0 S ) の名称をなのよラに略して表記します。 


Windows 7 32ビット版 

Windows ® 7 Ultimate 32ビット版 

Windows ® 7 Professional 32 ビット版 

Windows ® 7 Home Premium 32 ビット版 

Windows 7 64ビット版 

Windows ® 7 Ultimate 64 ビット版 

Windows ® 7 Professional 64 ビット版 

Windows ® 7 Home Premium 64 ビット版 

Windows Vista 

Windows Vista ® Business 









































HDD 客量の記載 

本書では、 HDD 容量を 1 GB (ギガバイト） =1000 MB として記載しています。 

メモ IJ — 容量の記載 

本書では、メモ U - 容量を 1 GB (ギガバイト） =1024 MB として記載しています。 

Windows の画面表況こ関する記載方法 

《本書では、明記しない限り、主(し Windows "7 の画面表のを使用しています。 

デスクトップ画面 

本書では、 Windows の画面に表示される各箇所の名称を次のよラに記載します。 


アイコン 


タブ 


デスクトップ 



中ぶ 巧。 皮 

スタートボタン 


ボタン 


タスクバー 


通知領域 


ボタン I 

ボタンは [] で囲んで記載しています。 

例） C ~~ な ^ ] : [〇口 
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I 

[スタート] 



本書では、 Windows の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 


>記載例 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer 」 をクリックしまず。 

>実際の操作 

〇 [スタート]をク U ックします。 

0 表示されたメニューか5「すべてのプ□グラム」をク U ックします。 

© 表示されたメニューか5 「Internet Explorer 」 をク U ックします。 




0 - 



画面操作 



ミ Internet Explorer 


g winoows uvu >—/j— 
g Windows RM( とスキでン 
Windows Media Center 
巧 Windows Media Player 
夕 Windows Update 
ィ I XPS ピユーァー 
由 デスクトツプカジエか卜 
み巧左のプログラム 
S ァク121?リ 
9 ヴーム 
li スタートアジプ 
H メンテナンス 


n プロクラムとフアイ 



バタ—トク—ユ— 

[スタート]を押すと表示されるスタートメこユーのボタン類は、次のよラに記載しています。 


Windows 7の場合 



[スタート] [シャットダウン][|>] 


Windows Vista の場合 








•3 論 


Ifl ® 園 A 分み 杞み i 


※表示される項目は、システム構成によって異なります。 















































コント□ールパネル 


Windows 7の場合 

本書では、コント□ールパネルの表示が、「カテコ’ U 」 であることを前提に記載しています。 



表示の切り誓え 


<表示方法：カテゴリ> 


Windows Vista の場合 

本書では、コント□ールパネルの表示が、「コント□ールパネルホーム」形式であることを前提 
に記載しています。 


表示の切り替え 


_ 



()■() ，圓 》コシト □- ルバネル ► 

-WII 

ク 1 




システムとメシテナンス 
Windows のなち 
バジクアッブの巧成 

た キユリティ 

g* プ n ヴラムの S 芭 

た丰ユリティ巧が) US 

Windows ファイアクオールによ； 
るプ□クラムの巧巧 

ネッ トワークとインターネット 
ィンター本ツトへの«« 

本ツトクークの扶 g とタスクの表示 
ファイ 

A- ドウエアとサクンド 
CD ミた(が的!メディアの目が?を 
プリンタ 
7ウス 

プ□クラム 

プ□クラムのアシインストール 
スタートァ ’y ブ ブロヴラム棘ち 

モバイルコンピユータ 
バかテリ苗左のま更 


% 


ユーブー アカウントと SOS ® ための 
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錠のを防®を 
ホ黄デイスプレイの居遥化 


<コント□-ルパネルホーム > 








































ユーザーヴポートぺージ 


当社では、コンピューターを安むしてお使いいただけるよラ、ホームページ上で各種サポート情 
報を提供しています。 

http://www.epsondirect.co.jp/support/ 

《「エプソンダイレクトサポート」で検索ち可 


Epson Direct SUOP 

ューヴーヴボート 


EPSON 



FAQ 番号■から探す I 


] 表示: 


異品をから巧索 


梨造を号から横索 ]FAQ ランキンり7新き FAQ 


FAQ Search ヘル ブ 


殺品をと OS をな巧し、フ U — ワードを入力巧、巧束ボタン否ク U ックしてください0 


5々 

コンパクト PC 


シ IJ- ス 

Endeavor AT 


モデル 

AT971E 


Iも'巧いの OS 


フ U — ワードなま Mi を I 



毁品ぞ进巧巧フリーワードを入力して 
ください 


巧巧 



バソコ ンをちうとき、 

B つたをの r 困つた J に J 
すぐにおなみします 


「すぐに J 「まむして J 「永く J 


■なサービスメ. 

お客なの財巧と時 M 去■扣いたし$す， 


インフォメーシ3ン 


ダウンロード 

B の S/ ドライバー事 
7ニュアル 
壁彼 


巧话 /0S 巧扭 

顆品比横 

0S アッブヴレ-ドな術欄 
Service Pack' 语が 


Windows© 7註帥’關 I こついて 
Iさ、下記 J け—をクリック 



アフターサービス 
は守-偶正 
Web 梅巧まけ 
y— ルサポート 
車話サボ—卜予約 
りー ドウ エアアツ ブヴ レー ド 
悔祖ズ測給 


<画面はイメージでず> 



お使いのコンピューターの型番/ 0 S 、 製造ま号から、トラブル解決ち法や製品仕様などを検索 
でをます。豊富に情報を掲載しておりますので、お困りの際、まずはこちらをご覧ください。 


FAQ ランキング 

製品ごとに参照される機会のをい FAQ を、各「質問カテ 3 U -」 でトップ10表示します。 

ソストウエアダクン马ード 

最新の BIOS やドライバー、ユーヴーズマニュアルなどをダウン□ー ドすることびでをます。 

VVebJI 些ミが 

Web フォームから、簡単に修理をお申し込みいただけます。 
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使用限定について 

本製品は、日 A 機器として使用されることを目的に開発-製造されたちのです。 

本製品を航空機-列車-船舶-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種安全装置など機能 • 
精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場をは、これらのシステム全体の信 
頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設 
計にご配慮頂いた上で本製品をご使用<ださい。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動シス 
テムなど極めて高い信頼性-安全性が必要とされる用途への使用は意図しておりませんので、これ6の用途 
にはご使用にならないでください。 

本製品を曰本国かへ持ち出ず場合のご注意 

本製品は曰本国巧でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修理•保 
守サービスおよび不具合などの対応は、曰本国外ではお受けでさませんのでご了承<ださい。また、曰本国 
外ではその国の法律または規制により、本製品を使用でさないことちあります。このよラな国では、本製品 
を運用した結果罰せ6れることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。 

電波障害について 

この装置は、クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、こ 
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすことがあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

瞬時電店低下について 

本装置は、社団法人曰本電モエ業振興協妄の定めたパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイド 
ラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都をが生じ 
ることがあります。 

有寿巧部品について 

当社のコンピューターには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、八ードディスク、冷却用ファンなど）が含ま 
れています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した 
場合、1曰約8時間、1ヶ月で2已曰間のご使用で約已年です。 

上記目安はあ<まで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するをのではありません。 

なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の保証期間巧であってを、部品交換（有 
料）び必要となります。 

* LCD ュニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 

JISC 61000-3-2 適合品 

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しております。 

電源の入力波形は、正弦波のみをサポートしています。 


パソコン回収について 

当社では、不要になったパソコンの回収-再資源化を行っています。 

- — I PC U サイクルマーク付をの当社製パソコンおよびディスプレイは、ご家庭か5廃棄ずる場合、無 

償で回収-巧資源化いたします。 

パソコン回収の詳細は下記ホームページをご覧くださし、。 

http :// shop . epson . jp / pcrecycle / 


暑巧権巧護法について 

あなたがビデオなどで録画•録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断 
で使用することはできません。 

テレビ-ラジオ-インターネット放送や市販の CD • DVD • ビデオなどで取得でさる映像や音声は、著作物 
として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場含に限り、これ6に含まれる映像や音声を録画ま 
たは録音することがでさますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物をインターネッ 
卜のホームページなどに掲載（改編して掲載する場をを含む）するなど、私的範囲を超えて配巧•配信する 
場合は、事前に著作権を（放送事業ちや実演家などの隣接権ちを含む）の許諾を得る必要があ0ます。著作 
権ちに無断でこれらの行為を行ラと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのラちには、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影を制限している 
場合がありますのでごを意ください。 

•マ、ミ壬音 _, 

I 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り-お気付さの点がございましたら、ご連絡くだ 
さいますよラお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につさましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Media、Windows Live、Internet Explorer 、 
Hotmail 、 Silverli 呂 ht 、 MSN、Outlook ( i . 米国 Micros 日 ft C 日の oration の米国およびその他の国にお 
ける商標または登録商標です。 

• Intel 、 インテル 、 Intel □ゴ 、 Intel Core . Pentium、Celeron li . ア六 U 力含衆国およびその他の国にお 
ける Intel Corporation の商標です。 

- McAfee およびマカフィーは、米国法人 McAfee . Inc . またはその関連妄社の米国またはその他の国に 
おける商標または登録商標です。 

• Adobe、Adobe □ゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国な 
らびに他の国における商標または登録商標です。 

• Memory Stick . マジックゲート 、 Memory Stick の□コ'は、ソニー株式妄社の商標です。 

• Multi Media Card ™ は、ドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

•SD □コ'は商標です。 

• SmartMe 址 a ™、 及びその□ゴは、株式爸社東芝の商標です。 

そのほかの社名、製品名は、一般にそれぞれの尝社の商標または登録商標です。 


© エプソンダイレクト株式会社2010 
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